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ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
日
本
人

―
夏
目
漱
石
か
ら
池
田
理
代
子
ま
で

―

杉　

田　

英　

明

レ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フA

lois R
eckendorf

（
一
八
四
一 

―
一
九
一
一
年
）に
師
事
、

九
四
年
に
同
音
楽
院
入
学
、
卒
業
後
の
一
八
九
八
年
か
ら
九
九
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
お
い
て
当
時
の
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

オ
イ
ゲ
ン
・
ダ
ル
ベ
ー
ルE

ugen d ’A
lbert

（
一
八
六
四 

―
一
九
三
二
年
）
に

二
十
五
回
の
個
人
指
導
を
受
け
た）

2
（

。
一
八
九
九
年
十
月
に
は
故
郷
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
で
最
初
の
独
奏
会
を
開
催
、
一
九
○
○
年
十
二
月
、
イ
タ
リ
ア
の

ア
ル
ト
歌
手
カ
ミ
ッ
ラ
・
ラ
ン
デ
ィC

am
illa L

andi

（
一
八
六
六 

―
一
九
三

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ

ク
ハ
ウ
スW

ilhelm
 B

ackhaus

（
一
八
八
四 
―
一
九
六
九
年
）は
、
戦
前
か
ら

S
P
レ
コ
ー
ド
が
輸
入
さ
れ
、
戦
後
の
一
九
五
四
年
に
は
来
日
し
て
演
奏

会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
日
本
人
に
も
馴
染
み
の
深
い
存
在
で

あ
っ
た
。
最
近
は
古
い
S
P
レ
コ
ー
ド
が
C
D
化
さ
れ
た
り
、
未
発
表
の

録
音
が
新
た
に
公
開
さ
れ
た
り
し
て
、
そ
の
演
奏
の
全
貌
が
摑
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
、
日
本
人
と
こ
の
演
奏
家
と
の
関
連
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
一
八
八
四
年
三
月
二
十
六
日
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
に
生
ま
れ
、
一
九
六
九
年
六
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
オ
シ
ア
ッ
ハ

湖
畔
で
開
か
れ
た 「
ケ
ル
ン
テ
ン
の
夏
」 

音
楽
祭
で
の
演
奏
会
中
に
軽
い

心
臓
発
作
を
起
こ
し
て
演
奏
を
中
断
し
た
の
ち
、
七
月
五
日
に
療
養
中
の

フ
ィ
ラ
ッ
ハV

illach

で
二
度
目
の
心
臓
麻
痺
の
た
め
八
十
五
歳
で
歿
し

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る）

1
（

。
彼
は
幼
時
か
ら
母
親
の
手
ほ
ど
き
で
ピ
ア
ノ
を

始
め
、
一
八
九
一
年
以
降
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
の
教
授
ア
ロ
イ
ス
・

図版 1　22 歳のバックハウス
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○
年
）
の
演
奏
会
で
ロ
ン
ド
ン
に
初
登
場）

3
（

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
○
一

年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
各
地
に
演
奏
旅
行
を
し
て
成
功
を
収
め
、
同
年
十

一
月
に
は
再
び
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ニ
キ
シ
ュA

rthur 

N
ikisch

（
一
八
五
五 

―
一
九
二
二
年
）
指
揮
の
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽

団
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
彼
に
と
っ
て
の 「
最
初
の
重
要
な
演
奏
会）

4
（

」 

を

開
い
て
い
る
。

一
九
○
五
年
八
月
四 
―
九
日
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
ル
ー
ビ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝）

5
（

（
図
版
1
）。
一
九
一
二
年
に
は
北
米

に
旅
行
し
、
一
月
五
日
と
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
響
楽
団
と
の
共
演
で

合
衆
国
に
初
登
場）

6
（

、
一
月
十
二
日
と
二
十
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
・
ホ
ー
ル
で
初
の
独
奏
会
を
開
催
し
て
い
る）

7
（

。
第
一
次
世
界
大
戦
で

の
ド
イ
ツ
守
備
隊
勤
務
を
経
て
、
一
九
二
○
年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
み
な
ら
ず
北
米
、
南
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

も
演
奏
旅
行
を
繰
り
返
し
、
幅
広
く
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
。
一
九
三

一
年
頃
に
は
ス
イ
ス
の
市
民
権
を
獲
得
し
て
ル
ガ
ー
ノ
に
移
住
し）

8
（

、
晩
年

に
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
へ
住
ま
う
ま
で
長
く
そ
の
地
を
拠
点
と
し
た
。
戦
後
は

主
と
し
て
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
活
動
、
一
九

二
六
年
二
月
以
降
、
長
い
空
白
を
経
て
再
び
北
米
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の

は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
四
年
三
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た）

9
（

。
日
本

に
立
ち
寄
っ
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
（
図
版
2
）。

彼
は
早
く
か
ら
録
音
に
熱
心
で
、
一
九
○
八
年
か
ら
S
P
レ
コ
ー
ド

―
当
初
は
機
械
式
（
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
録
音
、
の
ち
電
気
録
音

―

や
ピ
ア
ノ
・
ロ
ー
ル
に
演
奏
を
残
し
始
め
、
グ
リ
ー
グE

dvard H
agerup 

G
rieg

（
一
八
四
三 

―
一
九
○
七
年
）
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

イ
短
調
作
品
16

（
一
九
一
○
年
、
短
縮
版
）
は
協
奏
曲
の
録
音
と
し
て
世
界
初
、
シ
ョ
パ
ン

Frédéric François C
hopin

（
一
八
一
○ 

―
四
九
年
）の 『
練
習
曲
』 

全
曲
の
録

音
（
一
九
二
八
年
）
も
世
界
最
初
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
○
年
、
イ
ギ

リ
ス
の
デ
ッ
カ
と
専
属
契
約
を
結
ん
で
以
降
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ンL

udw
ig 

van B
eethoven

（
一
七
七
○ 

―
一
八
二
七
年
）
の 『
ソ
ナ
タ
』 

全
曲
録
音
が
、

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
お
い
て
一
九
五
○ 

―
五
四
年
の
モ
ノ
ラ
ル
版
と

一
九
五
八 
―
六
九
年
の
ス
テ
レ
オ
版
の
二
回
行
な
わ
れ）

10
（

、
今
日
に
至
る
ま

で
こ
の
作
品
の
規
範
的
演
奏
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
作
家
の
村
上
春
樹（
一

九
四
九
年
生
）は
、
小
説 『
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
』 （
一
九
九
九
年
）の
な
か

図版 2　熟年期のバックハウス
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で
こ
の
三
十
二
曲
の 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』 

に
触
れ
、
主
人
公
の
す
み
れ

に
と
っ
て 「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
デ
ッ
カ
に
遺
し
た
録
音

は
そ
の
基
準
と
な
る
べ
き
解
釈
で
あ
り
、
並
ぶ
も
の
の
な
い
見
事
な
演
奏

で
あ
る
と
信
じ
て
い
た）

11
（

」 

と
記
し
て
い
る
。

一
、
初
期
の
演
奏
会

（
1
）　

夏
目
漱
石

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
演
奏
家
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
と
同
じ
時
期
、

一
九
○
一
年
十
月
か
ら
病
気
に
よ
る
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
翌
年
八
月

ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
留
学
し
て
い
た
の
が
瀧
廉
太
郞
（
一
八
七
九 

―
一
九
○

三
年
）
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
入
学
直
後
の
十
一
月

十
七
日
付
け
で
友
人
・
鈴
木
毅
一
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
は
、
和
声

学
の
教
授
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
師
で
も
あ
っ
た
ヤ
ー
ダ
ー
ス
ゾ
ー
ンSa-

lom
on Jadassohn

（
一
八
三
一 

―
一
九
○
二
年
）
や
ダ
ル
ベ
ー
ル
（「
ダ
ル
ベ

ヤ
」）
へ
の
言
及
は
あ
る
が
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
自
身
の
名
前
は
見
当
た
ら
な

い）
12
（

。一
方
、
一
九
○
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
を
聴
い
た

と
思
わ
れ
る
の
が
、
留
学
中
の
夏
目
漱
石
（
本
名
は
金
之
助
。
一
八
六
七 

―

一
九
一
六
年
）
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
こ
の
年
の
六
月
二
十
六
日
、
セ

ン
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ー
ル
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
エ
ル
ジ
ー
・
サ

ウ
ス
ゲ
イ
トE

lsie Southgate

（
一
八
九
○ 

―
一
九
四
六
年
）
と
の
演
奏
会
に

出
演
、
有
名
な
難
曲
で
あ
る
ブ
ラ
ー
ム
スJohannes B

rahm
s

（
一
八
三
三 

―

九
七
年
）
の 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
』 

作
品
35
そ
の
他
を
弾

い
て
、
そ
の
完
璧
な
技
巧
と
柔
ら
か
く
美
し
い
打
鍵
に
よ
っ
て
聴
衆
を
驚

嘆
さ
せ）

13
（

、
八
月
二
十
七
日
に
は
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
に
お
け
る
ロ
バ
ー

ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ンR

obert N
ew

m
an

（
一
八
五
八 

―
一
九
二
六
年
）主
催
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
登
場
し
て
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ンFelix 
M

endelssohn

（
一
八
○
九 

―
四
七
年
）
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
一
番
ト
短

調
作
品
25
、）

14
（

二
十
九
日
に
は
シ
ュ
ー
マ
ンR

obert A
lexander Schum

ann

（
一
八
一
○ 

―
五
六
年
）
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

イ
短
調
作
品
54
を
演
奏）

15
（

、
さ

ら
に
十
一
月
中
は
ほ
と
ん
ど
数
日
お
き
に
ロ
ン
ド
ン
そ
の
他
の
都
市
で
の

各
種
演
奏
会
に
顔
を
出
し
て
い
る）

16
（

。
十
一
月
二
十
一
日
、
ア
ル
バ
ー
ト
・

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
人
歌
手
ア
デ
リ
ー
ナ
・
パ
ッ
テ
ィA

de-

lina Patti

（
一
八
四
三 

―
一
九
一
九
年
）
演
奏
会
へ
の
出
演
も
そ
の
一
環
で

図版 3　アデリーナ・パッティ演奏会の曲目
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あ
っ
た
。

漱
石
は
同
年
十
一
月
二
十
日
付
け
、
寺
田
寅
彥
（
一
八
七
八 

―
一
九
三
五

年
）
宛
て
書
簡
で
、 「
明
日
の
晩
は
當
地
で
有
名
なPatty

と
云
ふ
女
の
歌

を 「
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
」 

へ
き
ゝ
に
行
く
積
り
小
生
に
音
樂
抔
は
ち
と

も
分
ら
ん
が
話
の
種
故
此
高
名
な
う
た
ひ
手
の
妙
音
一
寸
拜
聽
し
樣
（
マ
マ
）と
思

ふ）
17
（

」 

と
記
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
夜
八
時
か
ら
の
パ
ッ
テ
ィ
演
奏
会
に

出
か
け
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
当
日
の
曲
目
を
見
る
と
（
図
版
3
）、

パ
ッ
テ
ィ
の
ほ
か
に
ク
ラ
ラ
・
バ
ッ
トC

lara B
utt

（
一
八
七
二 

―
一
九
三
六

年
）
ら
男
女
三
名
の
歌
唱
、
ハ
ー
プ
と
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
、
エ
ル
デ
ィ
ナ
・

ブ
ラ
イE

ldina B
ligh

（
一
九
五
七
年
歿
）
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、
そ
れ
に

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
ピ
ア
ノ
独
奏
と
盛
り
沢
山
で
あ
り
、
個
々
の
演
奏
が
ど

れ
ほ
ど
印
象
に
残
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ち
な
み
に
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は

こ
の
と
き
、
グ
リ
ー
グ
と
リ
ス
トFranz L
iszt
（
一
八
一
一 

―
八
六
年
）
の

小
品
を
弾
い
て
い
る）

18
（

。
こ
の
演
奏
会
へ
の
直
接
的
言
及
は
、
こ
の
後
の
漱

石
作
品
中
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る）

19
（

。

（
2
）　

大
田
黑
元
雄

こ
れ
に
対
し
、
お
そ
ら
く
日
本
人
と
し
て
最
も
早
い
時
期
に
バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
の
演
奏
に
接
し
、
そ
の
記
録
を
残
し
て
い
る
の
が
大
田
黑
元
雄
（
一

八
九
三 

―
一
九
七
九
年
）
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
九
一
二
年
十
二
月
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
で
経
済
学
を
学
ぶ
た
め
に
渡
欧
し
た
が
、
同
地
の
藝
術
活
動
に
接

し
、
一
九
一
四
年
七
月
に
帰
国
後
は
音
楽
批
評
家
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
十
一
月
か
ら
二
三
年
三
月
に
か
け
て
も
、

二
度
目
の
外
遊
を
果
た
し
て
い
る）

20
（

。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
会
は
、
一
九

(sic)

一
三
年
と
一
九
一
四
年
に
一
回
ず
つ
聴
い
た
よ
う
だ
。
後
の
回
想
に
よ
れ

ば
、

　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
レ
コ
ー
ド
は
ず
い
ぶ
ん
古
く
か
ら
ビ
ク
タ
ー
で
出

て
い
た
。
い
ま
に
な
る
と
、
も
う
四
十
年
近
い
前
に
、
私
は
彼
の
彈
い

た
グ
リ
ー
グ
の 「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
花
嫁
の
行
列
」 

の
レ
コ
ー
ド
に
感
心

し
な
が
ら
、
覺
束
な
い
指
で
そ
の
眞
似
を
し
よ
う
と
し
き
り
に
試
み
た

も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
一
九
一
二
年
に
は
じ
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行

つ
た
こ
ろ
、
私
が
旣
に
そ
の
名
を
知
つ
て
い
た
有
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

い
え
ば
多
分
パ
デ
レ
フ
ス
キ
イ
と
彼
の
二
人
だ
け
で
あ
つ
た
。
從
つ
て

は
じ
め
て
彼
の
演
奏
を
聽
き
に
行
つ
た
時
、
私
が
特
に
大
き
な
期
待
を

抱
い
て
い
た
の
は
無
理
も
な
い
。
そ
れ
は
一
九
一
三
年
の
五
月
の
こ
と

で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の
日
曜
コ
ン
サ
ー
ト
で

彼
の
演
奏
し
た
際
で
あ
つ
た）

21
（

。

最
初
に
言
及
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ー
グ
の 『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
花
嫁
の
行
列
』 

作
品
19
の
2
は
、
ビ
ク
タ
ー
の
機
械
録
音
時
代
の
S
P
で
あ
る）

22
（

。
彼
は
、

最
初
に
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
を
聴
い
た
の
が
一
九
一
三
年
五
月
だ
と
記

し
て
い
る
が
、
同
月
の 『
タ
イ
ム
ズ
』 『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』 

な
ど
の

催
し
物
案
内
欄
に
は
該
当
す
る
演
奏
会
が
見
当
た
ら
ず
、
二
月
十
一
日

（
火
）の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
に
お
け
る
演
奏
会
が
こ
の
シ
ー
ズ
ン
唯
一

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
記
憶
の
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

と
き
の
曲
目
は
、
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・ 

ブ
ラ
ー
ム
ス 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』 

第
三
番
ヘ
短
調
作
品
5

・ 
シ
ョ
パ
ン 『
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
』 

第
七
番
変
イ
長
調
作
品
61
（
幻
想
）

・ 
シ
ョ
パ
ン 『
ワ
ル
ツ
』 

第
三
番
イ
短
調
作
品
34
の
2

・ 
シ
ョ
パ
ン 『
バ
ラ
ー
ド
』 

第
一
番
ト
短
調
作
品
23

・ 

リ
ス
ト 『「
ノ
ル
マ
」 

の
回
想
』 

S
394

な
ど
で
あ
っ
た
。『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』 

の
新
聞
評
は
、
シ
ョ
パ
ン
の

演
奏
が 「
洗
練
さ
れ
た
形
式
の
優
美
さ
の
み
な
ら
ず
、
感
受
性
豊
か
な
想

像
力
と
感
情
的
価
値
へ
の
鋭
敏
な
感
覚
と
」 

で
際
立
ち
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
は 

「
完
璧
な
技
巧
的
把
握
と
や
か
ま
し
い
趣
味
」 

に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
と
記

し
て
い
る）

23
（

。

そ
の
一
年
後
の
一
九
一
四
年
五
月
十
日（
日
）、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

で
の
合
同
演
奏
会
に
は
歌
手
の
マ
ギ
ー
・
テ
イ
トM

aggie Teyte

（
一
八
八

八 

―
一
九
七
六
年
）、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

Fritz K
reisler

（
一
八
七
五 

―
一
九
六
二
年
）
と
と
も
に
登
場
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
の
演
目
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た）

24
（

。

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
バ
ラ
ー
ド
』 

第
三
番
変
イ
長
調
作
品
47

・ 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト 『
即
興
曲
』 

変
ロ
長
調
作
品
142
の
3

・ 

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス 『
練
習
曲
』 

作
品
52
ま
た
は
作
品
111
よ
り
一
曲

・ 

リ
ス
ト 『
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
』 

第
二
番
嬰
ハ
短
調
S

244

そ
の
と
き
の
体
験
を
大
田
黑
は
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

　

今
日
は
一
年
振
り
で
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
洋
琴
を
聽
く
。

　

茶
色
の
髮
の
毛
を
長
く
伸
ば
し
た
彼
は
、
巖
丈
な
身
體
の
持
主
だ
。

此
の
點
で
は
、
マ
ー
ク
・
ハ
ン
バ
ー
グ
に
似
て
居
る
。
け
れ
ど
其
の
彈

き
方
は
ハ
ン
バ
ー
グ
の
磊
落
、
豪
放
な
の
に
比
べ
て
見
る
と
、
眞
摯
、

剛
健
と
い
ふ
形
容
詞
が

し
て
居
る
と
思
ふ
。
彼
は
ク
ラ
シ
カ
ル
な
洋

琴
家
だ
。
從
つ
て
其
の
演
奏
も
亦
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
曲
に
眞
價
が
窺
は

れ
る
。
今
日
は
禮
奏
を
加
へ
て
十
曲
彈
い
た
。
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
、
ヘ

ン
セ
ル
ト
、
リ
ス
ト
な
ど
の
技
巧
の
非
常
に
要
る
曲
ば
か
り
を
。
そ
し

て
リ
ス
ト
の
第
二
匈
牙
利
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
は
最
も
優
れ
た
出
來
だ
つ
た
。

　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
外
に
は
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
マ
ッ
ギ
ー
・
テ
ー
ト

と
の
演
奏
が
あ
つ
た）

25
（

。

マ
ー
ク
・
ハ
ン
バ
ー
グ
な
い
し
マ
ル
ク
・
ハ
ン
ブ
ル
グM

ark H
am

bourg

（
一
八
七
九 

―
一
九
六
○
年
）は
当
時
人
気
の
ロ
シ
ア
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ

が
、
む
し
ろ
主
観
的
で
歪
曲
の
多
い
演
奏
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
。
大

田
黑
は
一
九
一
四
年
一
月
十
一
日
（
日
）
に
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
、
四

月
十
八
日
（
土
）
に
は
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
で
演
奏
を
聴
い
て
、
そ
の

感
激
を
日
記
に
記
し
て
い
る）

26
（

。
そ
の 「
磊
落
」 「
豪
放
」 

と
対
比
し
て
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
を 「
眞
摯
」 「
剛
健
」 

と
評
し
た
の
は
当
を
得
た
見
方
だ
ろ
う
。

「
禮
奏
」 

と
は
今
日
で
言
う
と
こ
ろ
の 「
ア
ン
コ
ー
ル
」 

の
こ
と
。
も
は
や

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
片
仮
名
語
よ
り
は
遙
か
に
奥
ゆ
か
し

い
印
象
を
与
え
る
よ
い
言
葉
で
あ
る
。
ヘ
ン
ゼ
ル
トA

dolf von H
enselt

（
一
八
一
四 
―
八
九
年
）
は
ド
イ
ツ
、
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィD

om
enico Scar-

latti

（
一
六
八
五 
―
一
七
五
七
年
）
は
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ピ
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ア
ノ
曲
を
残
し
て
い
る
が
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
何
を
弾
い
た
の
か
は
判
ら

な
い
。『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』 

の
演
奏
会
評
に
は
、
シ
ョ
パ
ン
と
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の 「
軽
快
で
ロ
マ
ン
主
義
的
演
奏
が
熱
狂
的
に
評
価
さ
れ
た）

27
（

」 

と

あ
る
。
大
田
黑
は
お
そ
ら
く
感
激
の
あ
ま
り
、 「
ホ
ー
ル
を
出
て
か
ら
い
ろ

〳
〵
な
考
へ
に
耽
り
な
が
ら
栗
の
花
の
盛
り
な
廣
い
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
を

拔
け
て
、
或
る
菓
子
屋
の
二
階
で
特
別
に
妙
な
格
好
の
鼻
を
持
つ
た
二
人

の
猶
太
人
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
お
茶
を
飮
ん
だ
事）

28
（

」 

を
後
年
、
懐
か
し
げ

に
回
顧
し
て
い
る
。

大
田
黑
は
、
二
度
目
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
一
九
二
二
年
十
一
月
に
も
、

や
は
り
十
年
ぶ
り
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
に
接
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
十
一
月
一
日（
水
）に
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た 「
嬰
ハ
短

調
演
奏
会
」 Recital in C

 Sharp M
inor

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
曲
目
は
、
そ

の
名
の
通
り
嬰
ハ
短
調
の
作
品
ば
か
り
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
図
版
4
）。

・ 

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ 『
前
奏
曲
』 

作
品
3
の
2

・ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
ソ
ナ
タ
』 

第
十
四
番
作
品
27
の
2
（
月
光
）

・ 

シ
ュ
ー
マ
ン 『
交
響
的
練
習
曲
』 

作
品
13

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
前
奏
曲
』 

第
二
十
五
番
作
品
45

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
夜
想
曲
』 

第
七
番
作
品
27
の
1

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
練
習
曲
』 

第
四
番
作
品
10
の
4
お
よ
び
第
十
九
番
作
品

25
の
7

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
マ
ズ
ル
カ
』 

第
四
十
一
番
作
品
63
の
3

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
幻
想
即
興
曲
』 

作
品
66

・ 

シ
ョ
パ
ン 『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
』 

第
三
番
作
品
39

・ 

リ
ス
ト 『
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
』 

第
十
二
番
S
）
29
（

244

シ
ョ
パ
ン
と
リ
ス
ト
の
演
奏
に
つ
い
て
、 『
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』 

は
、

彼
が 「
感
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
」 not prone to let him

self go em
o-

tionally 「
眼
も
眩
む
よ
う
な
技
巧
家
で
あ
り
、
歯
切
れ
の
よ
い
リ
ズ
ム
と

陰
影
の
あ
る
音
色
を
持
ち
、
最
も
早
い
経
過
句
で
も
明
瞭
さ
を
失
う
こ
と

の
な
い
名
人
」 a dazzling technician, a m

aster of incisive rhythm
s, of 

shades of tone, and of clearness in the m
ost rapid pas sa

）
30
（

ges

で
あ
る
と

好
意
的
に
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、 「
旣
に
多
く
の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
藝
術
に
接
し
て
し
ま
つ
て
い
た
」 

大
田
黑
に
と
っ
て
、
彼
の
演
奏
は 「
す

こ
し
く
物
足
り
な
い
も
の
で
あ
つ
た）

31
（

」 

と
い
う
。

　

彼
は
そ
の
年

―
千
九
百
二
十
二
年

―
の
十
一
月
に
ク
イ
ン
ス
・

図版 4　嬰ハ短調演奏会の曲目



̶ 7 ̶

ホ
オ
ル
や
ア
ル
バ
ア
ト
・
ホ
オ
ル
で
數
回
の
レ
サ
イ
タ
ル
を
行
つ
た
。

　

彼
は
十
年
の
間
に
年
を
取
つ
て
ゐ
た
。
然
し
、
依
然
と
し
て
齒
切
れ

の
良
い
そ
の
演
奏
は
人
を
喜
ば
せ
た
。
彼
の
技
巧
の
鮮
か
さ
は
一
段
と

加
は
つ
て
ゐ
た
。
け
れ
ど
、
た
だ
殘
念
な
の
は
、
十
年
目
で
聽
い
た
私

に
と
つ
て
、
彼
の
演
奏
が
、
頭
よ
り
は
指
の
人
と
い
ふ
印

を
與
へ
た

こ
と
で
あ
る）

32
（

。

「
頭
よ
り
は
指
の
人
」 

と
は
、
内
容
よ
り
は
技
巧
で
聞
か
せ
る
演
奏
家
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
後
年
の
彼
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
評
が
次
の
よ

う
に
な
る
の
も
当
然
と
言
え
る
。

　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は（
中
略
）
素
晴
ら
し
い
技
術
家
で
あ
る
。
彼
の
卓
越

し
た
技
巧
か
ら
生
れ
る
齒
切
れ
の
い
い
演
奏
を
形
容
す
る
の
に
は 「
爽

快
」 

と
い
う
言
葉
が
最
も
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
。（
中
略
）
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

に
最
も

し
て
い
る
の
は
、
超
人
的
な
技
巧
で
彈
き
去
ら
れ
さ
え
す
れ

ば
完
全
に
聽
く
者
を
滿
足
さ
せ
る
た
ぐ
い
の
作
品
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
、
い
ま
で
は
も
う
存
在
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
彼
の
演
奏
し
た
リ

ス
ト
の 「
愛
の
夢
」 

や
ド
リ
ー
ブ
＝
ド
ー
ナ
ニ
の 「
ナ
イ
ラ
・
ワ
ル
ツ
」 

の
レ
コ
ー
ド
は
最
も
珍
重
す
べ
き
も
の
と
い
え
る）

33
（

。

リ
ス
ト
の 『
愛
の
夢
』 Liebestraum

第
三
番
変
イ
長
調
や
、
ド
リ
ー
ブL

éo 

D
elibes

（
一
八
三
六 

―
九
一
年
）
の
バ
レ
エ 『
ナ
イ
ラ
』 Naïla

に
基
づ
く
ド

ホ
ナ
ー
ニE

rnst von D
ohnányi

（
一
八
七
七 

―
一
九
六
○
年
）の 『
ナ
イ
ラ
・

ワ
ル
ツ
』 Naïla

W
altz

は
、
一
九
○
八
年
の
機
械
録
音
や
ピ
ア
ノ
・
ロ
ー

ル
に
よ
る
S
P
が
古
く
か
ら
出
さ
れ
て
い
た）

34
（

。
大
田
黑
は
こ
う
し
た
名
人

藝
の
演
奏
に
こ
そ
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
本
領
が
あ
る
と
し
て
、
高
い
評
価
を

与
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
3
）　

野
村
光
一

大
田
黑
元
雄
の
二
度
目
の
訪
英
と
同
時
期
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
同

じ
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
会
を
聞
い
た
の
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て

長
く
音
楽
評
論
家
と
し
て
活
動
し
た
野
村
光
一（
一
八
九
五 

―
一
九
八
八
年
）

で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
二
一
年
九
月
か
ら
一
九
二
三
年
三
月
ま
で
私
費
で

外
遊
し
、
ロ
ン
ド
ン
で
多
く
の
演
奏
家
と
接
し
て
い
る
。
右
の 「
嬰
ハ
短

調
演
奏
会
」 

に
つ
い
て
は
、
戦
後
（
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
歿
後
の
一
九
六
九
年
）
に

次
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。

　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
会
は
、
今
は
過
般
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ニ
ュ
ー
・
ク
イ
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
た
。
独
奏
会
で
あ
っ
て
、
曲
目
に
は
嬰
ハ
短
調
で
書
か
れ
た
作
品

ば
か
り
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
た
。（
中
略
）
当
時
は
威
厳
に
充
ち
た
晩
年

と
違
っ
て
、
彼
は
風
采
も
上
が
ら
ず
、
ま
た
あ
ま
り
気
品
も
備
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
戦
争
中
の
兵
士
か
、
さ
も

な
け
れ
ば
牢
獄
の
囚
人
み
た
い
な
五
分
刈
り
の
い
が
ぐ
り
頭
を
し
て
い

て
、
そ
の
う
え
、
な
ん
と
な
く
意
気
上
が
ら
ぬ
顔
に
は
、
い
さ
さ
か
悄

然
と
し
た
雰
囲
気
さ
え
も
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
ピ
ア
ノ
の
前
に

坐
っ
て
、
曲
目
劈
頭
の 「
月
光
」 

の
、
そ
れ
も
そ
の
第
一
楽
章
の
最
初

の
単
音
を
ぽ
つ
ん
、
ぽ
つ
ん
と
弾
き
出
し
た
と
き
、
わ
た
し
は
た
ち
ま
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ち
世
に
こ
ん
な
に
美
し
く
澄
明
で
、
し
か
も
確
乎
た
る
音
を
出
す
ピ
ア

ニ
ス
ト
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
ほ
ど
驚
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る）

35
（

。

八
年
前
に
大
田
黑
元
雄
が
見
た
と
き
は 「
茶
色
の
髮
の
毛
を
長
く
伸
ば
し
」 

て
い
た
の
が
、
今
回
は 「
五
分
刈
り
の
い
が
ぐ
り
頭
」 

に
な
っ
て
い
た
と

い
う
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
従
軍
経
験
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
風
貌
に
関
す
る
記
述
は
、
一
般
の
音
楽
批
評
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
だ
け
に
貴
重
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
野
村
は
、
大
田
黑
が
指
摘

し
な
か
っ
た
音
色
の
澄
明
さ
に
驚
き
、
パ
ハ
マ
ンV

ladim
ir de Pachm

ann

（
一
八
四
八 

―
一
九
三
三
年
）
の 「
柔
和
、
繊
細
」 

な
音
の
美
し
さ
と
対
比
し

て
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
音
は 「
明
確
そ
の
も
の
で
、
し
か
も
毅
然
と
し
て

い
た
。
そ
れ
で
い
て
、
よ
く
音
が
抜
け
て
い
る
余
韻
嫋
々
た
る
響
の
鐘
を

想
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
鍵
盤
の
最
高
音
部
か
ら
最
低
音
部

ま
で
、
同
質
の
音
色
が
快
い
諧
調
を
つ
く
っ
て
小
気
味
よ
く
整
列
す
る
の

で
あ
る
」 

と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

　

彼
は
ま
る
で
曲
の
内
容
が
ど
う
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
す
こ
し

も
意
に
介
し
な
い
ら
し
く
、
ま
こ
と
に
正
確
な
拍
子
と
速
度
で
、
な
ん

の
屈
託
も
な
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
ろ
う
が
、
シ
ョ
パ
ン
だ
ろ
う
が
、

リ
ス
ト
だ
ろ
う
が
、
な
ん
で
も
同
じ
よ
う
な
態
度
で
弾
き
の
け
て
い
た
。

凡
庸
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
ん
な
調
子
で
は
ち
っ
と
も
面

白
く
な
い
、
器
械
的
な
無
味
乾
燥
な
音
楽
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
、

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
だ
と
、
洗
練
さ
れ
切
っ
た
完
璧
な
技
巧
の
た
め
か
、
か

え
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
、
す
が
す
が
し
い
感
興
を
催
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

殊
に
、
魅
力
的
だ
っ
た
の
は
、
ピ
ア
ニ
シ
モ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
カ
デ

ン
ツ
ァ
風
の
細
か
い
装
飾
音
で
一
杯
に
な
っ
て
い
る
パ
ッ
セ
ー
ジ
の
と

こ
ろ
へ
く
る
と
、
軽
妙
、
明
快
な
タ
ッ
チ
の
連
続
が
絶
妙
な
弧
線
を
描

き
な
が
ら
空
中
に
飛
翔
し
て
ゆ
く
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
人
々
の
魂
を
虜

に
し
て
い
っ
た
、
と
い
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い）

36
（

。

こ
の
辺
り
は
、
彼
自
身
が
一
九
三
四
年
に
出
し
た 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
讀
本
』 

の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る）

37
（

。
ロ
ン
ド
ン
で
の
演
奏
会
か
ら
十
数
年
の
時
を

隔
て
て
の
回
想
だ
け
に
、
当
初
の
印
象
は
整
理
さ
れ
、
感
激
や
驚
き
は
客

観
的
分
析
へ
と
移
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
見
方
は
、
大
田
黑
の 「
頭
よ
り

は
指
の
人
」 

と
い
う
評
価
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
名
人
藝
は
当
日
ア
ン
コ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
た
リ
ス
ト 『
愛
の
夢
』 

第
三
番
に
も
見
ら
れ
た
ほ
か
、 「
ド
ナ
ー
ニ
が
編
曲
し
た
ド
リ
ー
ブ
の 「
ナ

イ
ー
ラ
・
ワ
ル
ツ
幻
想
曲
」 

な
ど
も
よ
ほ
ど
得
意
に
し
て
い
た
ら
し
く
、

こ
の
華
麗
な
軽
音
楽
が
弾
か
れ
な
い
と
、
当
時
の
聴
衆
は
満
足
し
て
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。
ま
た
、
こ
れ
と
の
関
連
で
彼
は
、
一
九
二
二
年

十
月
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
演
奏
会
に
つ
い

て
、 「
彼
の
演
奏
の
最
高
は
ド
リ
ー
ブ
の 「
ワ
ル
ツ
幻
想
曲
」 

だ
っ
た
」 

と
す

る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ドSam

uel L
angford

（
一
八
六
三 

―
一
九

二
七
年
）
の
批
評）

38
（

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
前
年
の
ア
メ
リ
カ
公
演
に
お

け
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チR

ichard A
ldrich

（
一
八
六
三 

―
一
九

三
七
年
）
の
批
評
も
ま
た
、
技
巧
家
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
評
価
に
傾

い
て
い
る）

39
（

。
大
田
黑
や
野
村
の
印
象
は
決
し
て
的
外
れ
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
最
後
に
野
村
は
、
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円
熟
時
代
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
へ
の
見
識
と
威
厳

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
彼
が
、
壮
年
時
代
に
円
舞
曲
の
軽
業
を
や
っ
て
の

け
た
な
ど
、
お
よ
そ
想
像
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
事
実
な
の
だ

か
ら
致
し
方
な
い
。（
中
略
）

　

彼
の
技
巧
の
超
絶
的
な
練
達
さ
、
正
確
無
比
な
楽
曲
構
成
の
把
握
、

そ
れ
に
透
徹
し
た
タ
ッ
チ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、
そ
の
後
の
円
熟
期
に

進
む
に
し
た
が
っ
て
、
彼
の
中
か
ら
シ
ョ
ウ
ィ
ー
な
名
人
芸
へ
の
要
求

を
濾
過
さ
せ
て
、
次
第
に
真
正
な
純
音
楽
境
地
へ
彼
を
到
達
さ
せ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

40
（

。

こ
れ
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
戦
後
の
変
容
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
首
肯
で

き
る
見
方
で
あ
ろ
う
。
彼
は
少
な
く
と
も
一
九
二
○
年
代
ま
で
、
こ
う
し

た
超
絶
技
巧
を
要
す
る
難
曲
を
演
奏
会
で
好
ん
で
披
露
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る）

41
（

。
大
田
黑
・
野
村
両
氏
の
あ
と
、
一
九
三
○
年
・
四
○
年
代
を
通
じ
て
、

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
に
直
接
接
し
た
日
本
人
の
記
録
は
あ
ま
り
見
当
た

ら
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
一
九
三
九
年
に
日
独
交
換
学
生
と
し
て
ウ
ィ
ー

ン
大
学
に
留
学
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
九
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
に
滞
在
し
た
美
学
研
究
者
・
音
楽
批
評
家
の
渡
邊
護（
一
九
一
五 

―
二

○
○
七
年
）
が
、 「
一
九
四
二
年
ウ
ィ
ー
ン
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
祭
で
ウ
ィ
ー

ン
交
響
楽
団
の
伴
奏
の
も
と
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
曲
（
確
か
ハ
短
調

K
四
九
一
だ
っ
た
と
思
う
）
を
弾
い
た
」 

と
き
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。

　

私
は
今
ま
で
こ
ん
な
に
透
徹
し
た
、
寸
分
の
す
き
の
無
い
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
演
奏
と
い
う
も
の
を
聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
秋
の
空
の
よ

う
に
澄
ん
だ
音
を
以
て
何
の
か
ざ
り
気
も
無
く
淡
白
に
弾
い
て
の
け
る

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
素
晴
ら
し
さ
は
譬
え
よ
う
も
無
い
。
む
し
ろ
冷
酷
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
演
奏
で
、
清
潔
で
み
ご
と
な
構
成
に
築
か
れ
て
い

た）
42
（

。

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
トW

olfgang A
m

adeus M
ozart

（
一

七
五
六 

―
九
一
年
）
の
協
奏
曲
の
演
奏
自
体
が
珍
し
く
、
録
音
も
多
く
は
な

い）
43
（

が
、
こ
の
時
期
に
彼
が
、
野
村
光
一
の
言
う 「
真
正
な
純
音
楽
境
地
」 

へ
と
転
進
し
て
い
っ
た
過
程
が
窺
え
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

二
、
録
音
と
著
作
の
紹
介

（
1
）　

レ
コ
ー
ド
批
評

一
九
五
四
年
に
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
来
日
す
る
ま
で
、
多
く
の
日
本
人
に

と
っ
て
、
そ
の
演
奏
に
接
す
る
に
は
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
し
か
方
法
が
な

か
っ
た
。
戦
後
の
一
九
六
八
年
に
初
め
て
彼
の
実
演
に
接
し
た
音
楽
批
評

家
の
吉
田
秀
和
（
一
九
一
三 

―
二
○
一
二
年
）
は
、
そ
の
音
の
美
し
さ
に
驚

く
一
方
で
、

　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
い
え
ば
、
日
本
語
の
文
章
で
読
む
も
の
は
、
ど
ち
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ら
か
と
い
え
ば
例
の 『
鍵
盤
の
獅
子
王
』 

と
か
な
ん
と
か
い
う
グ
ロ
テ

ス
ク
な
渾
名
が
示
す
よ
う
な
、
時
代
が
か
っ
た
大
袈
裟
で
、
や
た
ら
と

逞
し
い 『
名
手
』 

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
妙
に
精

神
主
義
的
で
霞
で
も
た
べ
ら
れ
る
仙
人
の
よ
う
に
超
然
た
る
ピ
ア
ノ
の

哲
人
み
た
い
な
記
述
が
多
い
。
ま
た
、
外
国
の
も
の
で
は
、
む
し
ろ
、

メ
カ
ニ
ッ
ク
は
冴
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
表
情
は
冷
た
く
て
、
客
観
的

に
突
っ
ぱ
な
し
た
態
度
の
名
人
と
い
っ
た
感
じ
を
与
え
る
文
章
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
（
後
略
）。
）
44
（

と
記
し
、 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
音
の
き
れ
い
さ
が
あ
ま

り
指
摘
さ
れ
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
理
由
で
あ
ろ
う
か
？
」 

と
疑
問
を
呈

し
て
い
る
。
音
の
美
し
さ
に
つ
い
て
は
、
野
村
光
一
の
よ
う
に
実
演
に
接

し
た
者
は
き
ち
ん
と
指
摘
し
な
が
ら
、 「
不
幸
に
し
て
、
現
在
の
レ
コ
ー
ド

で
は
絕
對
に
解
ら
な
い）

45
（

」 

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
S
P
時
代
の
録
音
に

は

―
現
代
の
C
D
へ
の
復
刻
版
を
聴
い
て
も
明
ら
か
だ
が

―
そ
れ
を

再
現
す
る
だ
け
の
技
術
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
レ

コ
ー
ド
批
評
が
技
術
評
に
傾
い
た
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同

様
に
、
英
語
圏
・
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
初
登
場
の
頃
か
ら
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

の
音
の
冷
た
さ
、
単
調
さ
へ
の
指
摘
が
一
貫
し
て
見
ら
れ
た
よ
う
だ
が）

46
（

、

こ
れ
も
レ
コ
ー
ド
中
心
の
批
評
で
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。

一
方
、 「
鍵
盤
の
獅
子
王
」 

は
日
本
固
有
の
呼
称
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
渾
名
の
最
も
早
い
紹
介
と
し
て
、
一
九
三
○
年
代
の
あ
ら

え
び
す
（
本
名
は
野
村
長お
さ

一か
ず
。
胡
堂
。
一
八
八
二 

―
一
九
六
三
年
）
や
神
保
璟

一
郞
（
一
八
九
七 

―
一
九
七
六
年
）
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・ 

こ
の
人
は
二
十
歲
臺
か
ら
、
ピ
ア
ノ
の
獅
子
王
と
言
は
れ
た
位
で
、 

（
中
略
）實
演
を
聽
い
た
人
は
、
そ
の
華
や
か
な
技
巧
に
魅
せ
ら
れ
て
、

一
言
も
な
く
兜か
ぶ
とを
脫
が
さ
れ
る
や
う
で
す）

47
（

。

・ 

ピ
ア
ノ
の
獅
子
王
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
絢
爛
た
る
演
奏
を
も
つ
て
し
ら

れ
て
ゐ
る
。
そ
の
技
巧
は
神
技
に
近
く
表
現
は
完
壁
（
マ
マ
）で
あ
る）

48
（

。

・ 

彼
の
技
巧
は
古
い
形
容
詞
を
使
つ
て
言
へ
ば
、
颯
爽
た
る
も
の
で
、

水
も
た
ま
ら
ぬ
切
れ
味
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
指
し
て 『
鍵
盤

上
の
獅
子
王
』 

と
い
ふ
の
は
ま
こ
と
に
相
應
し
い）

49
（

。

「
鍵
盤
（
上
）
の
獅
子
王
」 

に
対
応
す
る
英
語
は
お
そ
ら
く“T

he L
ion of 

the K
eyboard ”

で
あ
ろ
う
が
、
英
語
圏
の
批
評
や
事
典
類
で
は
こ
の
言
葉

を
つ
い
ぞ
見
か
け
な
い）

50
（

。
吉
田
秀
和
は 「
グ
ロ
テ
ス
ク
」 

と
記
し
て
い
る

も
の
の
、
少
な
く
と
も
戦
前
か
ら
戦
後
の
早
い
時
期
ま
で
は
、
こ
の
渾
名

は
讚
辞
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
批
評
に
お
い
て
は
必
ず
言
及
さ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
対
に
な
る 「
超
然
た
る
ピ
ア
ノ
の
哲
人
」 

と
し
て
の
記
述
は
、
と

く
に
一
九
五
○
年
代
の
批
評
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
音
楽
批

評
家
の
大
木
正
興
（
一
九
二
四 

―
八
三
年
）
は
、 「
鍵
盤
上
の
獅
子
王
」 

と
い

う
評
言
が 「
彼
の
超
人
的
な
技
巧
を
示
す
點
に
於
て
當
を
得
」 

て
い
る
と

し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

彼
の
タ
ッ
チ
は
前
述
の
如
く
色
彩
が
な
く
華
美
な
効
果
は
よ
く
出
し

得
な
い
が
、
そ
の
代
り
表
面
に
浮
上
つ
て
來
な
い
底
光
り
が
あ
り
、
一
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種
獨
得
の
澁
味
を
湛
へ
た
も
の
で
、
全
體
の
表
情
は
寧
ろ
地
味
で
さ
へ

あ
る
。
技
巧
を
極
度
に
驅
使
し
な
が
ら
も
技
巧
倒
れ
に
な
ら
な
い
の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
彼
の
地
味
な
雰
圍
氣
の
源
泉
は
、
彼
の
解
釋

が
非
常
に
知
的
で
、
感
覺
の
銳
い
感
受
性
が
常
に
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
、
感
覺
的
に
曲
を
把
握
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
卽
ち
、
約
言

す
れ
ば
、
彼
の
理
知
が
盛
上
つ
て
來
る
内
面
的
感
情
を
純
粹
な
音
樂
的

感
覺
に
抽

し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
譬
へ
ば
一
ぱ
い
に
水
を

湛
へ
た
大
湖
の
靜
け
さ
を
想

さ
せ
る
落
付
き
と
深
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
。

彼
の
こ
の
澁
味
と
地
味
は
誠
に
名
人
と
評
す
る
に

は
し
く
、
氣
取
り

の
な
い
美
し
さ
が
强
く
人
を
魅
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
バ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
の
演
奏
に
感
ぜ
ら
れ
る
彼
特
有
の
情
緖
に
は
、
日
本
の 「
さ
び
」 

に

も
似
た
洗
煉
さ
れ
盡
し
た
わ
び
し
さ
が
漂
つ
て
居
り
、
我
々
に
近
し
い

感
じ
に
於
て
現
代
珍
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人
で
あ
る）

51
（

。

音
色
が
平
凡
で 「
色
彩
が
な
く
華
美
な
効
果
は
よ
く
出
し
得
な
い
」 

と
い

う
点
は
、 「
鍵
盤
の
最
高
音
部
か
ら
最
低
音
部
ま
で
、
同
質
の
音
色
が
快
い

諧
調
を
つ
く
っ
て）

52
（

」 

整
列
す
る
と
い
う
、
先
に
引
い
た
野
村
光
一
の
評
言

や
、 「
ど
の
よ
う
な
種
類
で
あ
れ
、
美
と
色
彩
を
持
っ
た
音
色
、
色
調
の
変

化
や
多
様
性
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い）

53
（

」 

点
を
遺
憾
と
し
た
、
リ

チ
ャ
ー
ド
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
に
よ
る
一
九
二
一
年
ア
メ
リ
カ
公
演
評
な
ど

と
も
合
致
す
る
。

た
だ
、 「
澁
味
と
地
味
」、 「「
さ
び
」 

に
も
似
た
」 「
わ
び
し
さ
」 

と
い
う
言

葉
は
、
お
そ
ら
く
実
演
を
聴
い
た
あ
と
で
は
浮
か
ん
で
こ
な
い
、
当
時
の

必
ず
し
も
音
質
の
よ
く
な
い
S
P
へ
の
録
音
を
通
し
て
初
め
て
可
能
に

な
っ
た
評
価
で
あ
ろ
う）

54
（

。
聴
く
者
に
ま
っ
た
く
技
巧
を
感
じ
さ
せ
な
い
爽

快
な
演
奏
と
、
そ
こ
に
漂
う
一
種
の
静
謐
さ
、
澄
明
さ
を
、
評
者
は
こ
う

し
た
印
象
的
な
評
言
で
言
い
当
て
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。「
一
ぱ
い

に
水
を
湛
へ
た
大
湖
の
靜
け
さ
」 

に
比
す
べ
き
落
ち
付
き
と
深
さ
と
い
う

言
葉
も
、
こ
の
演
奏
家
の
超
然
性
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、

技
巧
家
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
速
い
演
奏
が 「
平
明
な
落
付
き
と
い

ふ
や
う
な
磊
落
さ
さ
へ
感
じ
さ
せ
る
の
も
作
爲
を
通
り
越
し
た
名
人
肌
の

面
影
が
あ
る
爲
で
あ
ら
う
」 

と
付
け
加
え
る
。
こ
こ
で
の 「
名
人
」 

と
い
う

語
は
、
超
絶
技
巧
を
誇
る
態
度
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
落
ち
付
き
や

渋
さ
を
指
し
て
い
る
点
で
、
先
に
引
い
た
野
村
光
一
の 「
シ
ョ
ウ
ィ
ー
な

名
人
芸
」 

な
ど
と
い
う
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

戦
時
中
の
実
演
と
録
音
と
の
双
方
に
接
し
た
渡
邊
護
も
ま
た
、 「
鍵
盤
の

獅
子
王
」 

と
い
う
呼
び
名
が 「
単
に
超
人
的
な
技
巧
を
示
す
点
に
お
い
て

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
演
奏
態
度
に
お
い
て
も
適
切
で
あ
る
」 

と
し
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

彼
は
ピ
ア
ノ
の
前
に
ご
う
然
と
か
ま
え
て
い
る
。
ま
さ
に
百
獸
の
王

の
偉
風
で
あ
る
。
彼
の
演
奏
は
、
曲
を
克
服
す
る
に
は
困
難
な
山
塊
と

し
て
目
の
前
に
仰
ぎ
見
る
の
で
な
く
、
高
所
か
ら
平
然
と
見
お
ろ
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
海
も
見
お
ろ
す
高
所
の
ペ
ル
ス
ぺ
ク
テ
ィ
ー
ヴ
か

ら
、
ひ
と
の
み
に
し
て
か
か
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

こ
に
は
難
所
の
よ
ど
み

0

0

0

が
な
く
、
実
に
そ
う
快
に
、
す
ば
ら
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
っ
て
引

（
マ
マ
）き
ま
く
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は

表
面
を
す
べ
る
の
で
は
な
く
、
全
体
を
押
し
出
す
力
が
あ
る
。
し
た
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が
っ
て
細
部
の
繊
細
な
唯
美
的
な
美
し
さ
や
敬
け
ん
な
感
情
に
は
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
い
つ
も
雄
大
な
落
ち
着
き
と
深
さ
と
を
持
っ
て

い
る
。
実
に
名
人
芸
と
は
彼
の
演
奏
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
作

為
や
見
て
く
れ
は
全
然
な
い
。
彼
は
技
巧
に
徹
し
た
人
だ
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ひ
い
で
た
音
楽
性
も
獲
得
し
た
人
で
、
単
な
る
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン

と
言
う
の
は
当
を
得
て
い
な
い）

55
（

。

こ
こ
で
も
ま
た
、
超
然
な
い
し
傲
然
・
平
然
た
る
態
度
を 「
ま
さ
に
百
獸

の
王
の
偉
風
」 

と
評
し
、 「
鍵
盤
の
獅
子
王
」 

の
比
喩
を
積
極
的
・
肯
定
的

に
活
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
一
方
で
、 「
落
ち
付
き
と
深
さ
」 

や 「
名

人
芸
」 

と
い
う
表
現
は
先
の
大
木
正
興
の
言
葉
を
、
ま
た 「
単
な
る
テ
ク

ニ
シ
ャ
ン
」 

で
は
な
い
と
い
う
部
分
は
あ
ら
え
び
す 『
名
曲
決
定
盤
』 

の
文

言）
56
（

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
2
）　
『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
自
己
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
語
ら
ず
、
伝
記
や
評
伝
の

類
も
な
い
の
で
、
そ
の
閲
歴
の
細
部
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
な
か

で
、
戦
前
に
彼
の
言
葉
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

原
田
光
子（
一
九
○
九 

―
四
六
年
）
訳 「
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
」 

と
い
う
連

載
の
三
回
目
と
し
て
、 

一
九
四
一
年
に 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
』 

誌
に
掲
載
さ
れ

た
文
章
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
連
載
は
翌
一
九
四
二
年
に
単
行
本
に
ま
と

め
ら
れ
、
戦
後
も
長
く
版
を
重
ね
て
き
た）

57
（

。
原
本
は
ク
ッ
クJam

es Fran-

cis C
ooke

（
一
八
七
五 

―
一
九
六
○
年
）
編 『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ
演
奏

論）
58
（

』 

と
題
す
る
一
九
一
三
年
初
刊
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
で
あ
る
。
こ
の
な

か
に
は
ア
メ
リ
カ
演
奏
旅
行
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
一
九
一
二
年
か
ら
一
三
年
の
あ
い
だ
、
す
な
わ
ち
大

田
黑
元
雄
が
ロ
ン
ド
ン
で
初
め
て
そ
の
演
奏
を
聴
い
た
頃
に
な
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
原
田
訳
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
点
を
摘
記
し
て

み
よ
う
。

　

私
は
音
樂
會
の
用
意
を
す
る
時
、
何
の
練
習
よ
り
も
先
づ
ス
ケ
ー
ル

（
音
階
）の
練
習
を
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
加
へ
て
ア
ル
ぺ
ヂ
オ
と
バ
ッ
ハ
、

こ
れ
が
私
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
基
礎
で
あ
る
。
私
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
好
奇

心
を
抱
く
ピ
ア
ニ
ス
ト
逹
に
、 「
私
の
賴
み
の
綱
は
音
階
だ
。
音
階
プ
ラ

ス
努
力
だ
」 

と
云
つ
た
と
こ
ろ
、
彼
等
は
明
か
に
非
常
に
驚
い
て
ゐ
た
。

（
中
略
）
私
は
音
樂
の
硏
究
室
で
熱
心
に
努
力
す
る
眞
面
目
な
學
生
に
、

與
へ
ら
れ
ぬ
や
う
な
不
思
議
な
祕
訣
は
何
も
所
有
し
て
ゐ
な
い）

59
（

。

彼
は
パ
ハ
マ
ン
に
倣
っ
て
、
音
階
と
バ
ッ
ハ
、
そ
れ
に
ア
ル
ペ
ジ
オ
の
練

習
の
重
要
性
を
説
く）

60
（

。
そ
の
上
で
、 「
驚
く
べ
き
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
見
世
物
だ

け
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
聲
が
作
れ
る
時
代
は
過
ぎ
去
」 

り
、
公
衆
は 「
よ

り
以
上
藝
術
家
の
魂
に
近
い
も
の
を
渴
望
し
て
ゐ
る）

61
（

」 

と
述
べ
る
。
超
絶

技
巧
の
名
人
藝
を
得
意
と
し
て
い
た
時
代
の
彼
が
、
技
巧
を
超
え
た
藝
術

の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
は
や
や
意
外
に
響
く
。

続
け
て
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フSergej R

akhm
aninov

（
一

八
七
三 
―
一
九
四
三
年
）
と
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ーC

laude D
ebussy

（
一
八
六
二 

―

一
九
一
八
年
）の
ピ
ア
ノ
曲
の
魅
力
に
言
及
し
、
後
者
の 「
ラ
モ
オ
頌
」 「
雨

の
庭
」 「
寫
生
帳
よ
り
」 

な
ど
は 「
米
國
演
奏
旅
行
な
ど
で
も
好
ん
で
演
奏
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し
た
」 

と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
若
い
頃
の
好
み
を
反
映
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
両
者
の
曲
の
録
音
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い）

62
（

。
そ
し
て
再
び 「
難
曲
」 

が
話
題
に
な
る
と
、

　
「
最
も
む
づ
か
し
い
曲
は
何
ん
で
す
か
」 

と
私
は
始
終
尋
ね
ら
れ
る
。

此
の
質
問
は
常
に
私
を
面
白
が
ら
せ
る
。（
中
略
） 「
最
も
美
し
い
作
品
は

何
ん
で
す
か
」 

と
き
く
こ
と
を
誰
も
必
要
と
感
じ
な
い
の
は
誠
に
不
思

議
で
あ
る
。（
中
略
）

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と
つ
て
は
、
十
分
も
輕
く
練
習
す
れ
ば
足
り
る
一
寸

し
た
華
麗
な
パ
ッ
セ
ー
ヂ
が
、
多
く
の
心
な
い
聽
衆
を
熱
狂
に
導
く
こ

と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
眞
の
力
を
以
つ
て
名
聲
を
確
立
し
よ
う
と
努
力

す
る
、
眞
面
目
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と
つ
て
は
誠
に
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。

（
中
略
）

　

演
奏
も
む
づ
か
し
く
な
く
、
し
か
も
美
し
い
作
品
が
澤
山
に
あ
る
の

に
、
何
故
人
々
は
技
巧
的
な
難
曲
ば
か
り
求
め
る
の
で
あ
ら
う
。
野
に

美
し
い
花
が
咲
き
滿
ち
て
ゐ
る
時
に
、
何
故
す
が
〳
〵
し
い
柏
の
葉
の

束
を
作
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か）

63
（

。

こ
の
当
時
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
技
巧
家
と
し
て
名
声
を
博
し
て
い
た
の
で
、

質
問
も
も
っ
ぱ
ら
技
巧
や
難
曲
に
集
中
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し

彼
は
、
な
ぜ
自
分
に
そ
の
よ
う
な
質
問
ば
か
り
す
る
の
か
と
、
や
ん
わ
り

問
い
返
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

彼
は
極
端
に
演
奏
が
難
し
い
曲
目
と
し
て
、 「
ゴ
ド
ウ
ス
キ
ー
の
シ
ョ
パ

ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
（
殊
に
作
品
二
十
五
ノ
一
の
變
イ
長
調
）」 「
リ
ス
ト
の

ド
ン　

ジ
ュ
ア
ン
幻
想
曲）

64
（

」 「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
パ
ガ
ニ
ー
ニ
變
奏
曲
」 「
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
一
○
六
の
奏
鳴
曲
」 

の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

う
ち 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
』 

は
当
時
の
彼
が
最
も
得
意

と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
九

番
変
ロ
長
調
作
品
106
（
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
）
は
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
、
そ
の
後
も
晩
年
に
至
る
ま
で
し
ば
し
ば
取

り
上
げ
た
好
み
の
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
演
奏
の
難
し
さ
と
技

巧
の
複
雑
さ
と
は
別
物
で
あ
る
と
し
て
、 「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
協
奏
曲
を
よ

く
彈
く
こ
と
は
、
非
常
に
む
づ
か
し
い
仕
事
で
あ
る
」 「
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
の
奏
鳴
曲
の
如
く
、
比
較
的
に
簡
單
な
曲
に
何
ケ
月
の
準
備
が

費
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
、
聽
衆
は
演
奏
家
に
と
つ
て
明
か
な
か
う
し
た
仕

上
の
苦
心
に
つ
い
て
は
全
く
盲
目
で
あ
る）

65
（

」 

と
語
っ
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
彼
が
晩
年
近
く
な
る
ま
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
曲
や
ソ
ナ
タ
を

演
奏
会
の
曲
目
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
理
由
も
こ
れ
で
判
っ
て
く
る
か
ら

で
あ
る
。三

、
一
九
五
四
年
の
来
日
公
演

一
九
五
四
年
三
月
末
、
二
十
八
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
で
の
演
奏
会
を
終

え
た
七
十
歳
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
、
そ
の
足
で
日
本
へ
飛
来
、
毎
日
新
聞

社
の
主
催
な
い
し
後
援
で
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
東
京
・
大
阪
・
京

都
・
福
岡
・
名
古
屋
な
ど
各
地
で
演
奏
会
を
開
催
し
た）

66
（

。
例
え
ば
東
京
・

日
比
谷
公
会
堂
で
の
最
初
の
二
回
、
な
ら
び
に
大
阪
宝
塚
大
劇
場
で
の
二

回
の
公
演
で
の
曲
目
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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﹇
四
月
九
日
＝
四
月
十
六
日
﹈

① 
バ
ッ
ハ 『
イ
タ
リ
ア
協
奏
曲
』 

ヘ
長
調
B
W
V
971

　

同 『
半
音
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ
』 

ニ
短
調
B
W
V
903

　

同 『
フ
ラ
ン
ス
組
曲
』 

第
五
番
ト
長
調
B
W
V
816

② 

ブ
ラ
ー
ム
ス 『
狂
詩
曲
』 

ト
短
調
作
品
79
の
2

　

同 『
間
奏
曲
』 
変
ホ
長
調
作
品
117
の
1

　

同 『
間
奏
曲
』 

変
ロ
短
調
作
品
117
の
2

　

同 『
奇
想
曲
』 

ロ
短
調
作
品
76
の
2

　

同 『
間
奏
曲
』 

ハ
長
調
作
品
119
の
3

③ 

シ
ョ
パ
ン 『
バ
ラ
ー
ド
』 

第
一
番
ト
短
調
作
品
23

　

同 『
夜
想
曲
』 

第
八
番
変
ニ
長
調
作
品
27
の
2

同 『
練
習
曲
』 

第
十
三
番
変
イ
長
調
作
品
25
の
1
、
第
十
四
番
ヘ
短

調
作
品
25
の
2
、
第
十
五
番
ヘ
長
調
作
品
25
の
3
、
第
二
十
一
番

変
ト
長
調
作
品
25
の
9
（
蝶
々
）、
第
五
番
変
ト
長
調
作
品
10
の
5

（
黒
鍵
）

﹇
四
月
十
日
＝
四
月
十
七
日
﹈ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ソ
ナ
タ
集

・ 『
ソ
ナ
タ
』 

第
五
番
ハ
短
調
作
品
10
の
1

・ 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
三
番
ヘ
短
調
作
品
57
（
熱
情
）

・ 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
六
番
変
ホ
長
調
作
品
81
a
（
告
別
）

・ 『
ソ
ナ
タ
』 

第
三
十
二
番
ハ
短
調
作
品
111

他
の
独
奏
会
も
、
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
シ
ョ
パ

ン
の
組
み
合
わ
せ
か
、
ま
た
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
集
か
の
い
ず

れ
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
四
月
十
二
日
と
五
月
三
日
に
は
日
比
谷
公

会
堂
で
、
上
田
仁ま

さ
し（

一
九
○
四 

―
六
六
年
）
指
揮
、
東
京
交
響
楽
団
の
演
奏

会
に
特
別
出
演
す
る
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
ー
ム
ス
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
番
変
ロ
長
調
作
品
83
お
よ
び
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
五
番
変
ホ
長
調
作
品
78
（
皇
帝
）
を
演
奏
し
て
い
る
。

当
時
の
演
奏
会
評
か
ら
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
音
楽
批
評
家

の
属さ
つ
か
け
い
せ
い

啓
成
（
一
九
○
二 

―
九
四
年
）
は
、

　

そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
私
が
欧
州
で
き
い
た
十
七
、
八
年
前
と
少
し

も
変
り
が
な
い
が
、
舞
台
の
白
髪
姿
は
そ
れ
だ
け
の
年
輪
を
は
っ
き
り

示
し
、
芸
の
上
で
の
違
い
は
技
巧
的
な
華
や
か
さ
が
去
っ
て
内
面
的
な

深
さ
を
増
し
た
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
第
二
夜
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

近
来
き
い
た
こ
と
の
な
い
圧
巻
で
あ
っ
た
。
昔
に
比
べ
て
ル
バ
ー
ト
や

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
を
含
め
て
の
ア
ゴ
ー
ギ
ッ
ク
（
緩
急
法
）
が
自
由
で
大
幅

に
主
観
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
久
し
ぶ
り
に
き
い
た
私
の
印
象
で
あ

る）
67
（

。

と
、
年
齢
に
伴
う
深
み
と
自
由
さ
を
指
摘
す
る
。
同
じ
く
批
評
家
・
遠
山

一
行
（
一
九
二
二
年
生
）
は
、 「
こ
の
二
日
間
を
通
じ
て
、
私
が
知
っ
た
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
こ
の
二
十
世
紀
に
、
心
を
む
な
し
く

し
て
音
楽
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
、
け
う
な
演
奏
家
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た）

68
（

」 
と
し
た
上
で
、
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コ
ル
ト
ー
の
よ
う
な
詩
的
な
感
性
や
、
ケ
ム
プ
の
よ
う
な
曲
目
へ
の

深
い
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
沈
潜
は
な
い
。
彼
は
ま
ず
何
よ
り
も
、
ど

ん
な
小
さ
な
音
符
に
も
、
充
実
し
た
ピ
ア
ノ
の
響
き
を
鳴
ら
そ
う
と
し

て
努
力
す
る
人
な
の
で
す
。
た
だ
そ
う
し
た
努
力
が
、
自
動
ピ
ア
ノ
の

よ
う
な
冷
た
さ
を
超
え
て
、
い
つ
か
音
楽
を
語
り
人
間
を
語
る
。
そ
こ

に
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
非
凡
な
所
が
あ
る
の
で
す）

69
（

。

と
絶
讚
し
て
い
る
。
他
方
、
音
楽
学
者
の
山
根
銀
二（
一
九
○
六 

―
八
二
年
）

は
、

　

二
晩
を
き
い
て
彼
が
強
健
な
テ
ク
ニ
ツ
ク
を
今
も
つ
て
把
持
し
て
お

り
、
理
想
に
近
い
打
鍵
で
稀
に
み
る
美
し
い
音
を
う
ち
出
す
こ
と
、
曲

の
再
現
に
お
い
て
可
及
的
な
正
確
さ
を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
を
実
現
す

る
能
力
を
も
つ
て
い
る
こ
と
、
独
特
の
き
ち
ん
と
わ
り
切
つ
た
弾
き
方

が
過
去
の
即
物
時
代
を
経
て
現
代
に
ま
で
生
き
の
び
る
強
靭
な
支
え
で

あ
り
、
今
日
も
な
お
大
き
な
魅
力
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
の
で

あ
る）

70
（

。

と
そ
の
藝
術
の
高
さ
を
認
め
つ
つ
も
、 「
テ
ン
ポ
の
動
搖
」 「
ペ
ダ
ル
の
過

剰
か
ら
く
る
音
の
混
濁
」 

に
不
満
を
漏
ら
し
、 「
彼
の
ピ
ア
ノ
は
私
を
感
心

さ
せ
傾
聽
さ
せ
る
が
、
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」 

と
続
け
る
。「
詩

の
心
」 「
高
い
精
神
」 

が
欠
け
て
い
る
た
め
に
空
し
さ
が
残
る
と
い
う
、
英

語
圏
で
の
一
般
的
評
価
に
も
通
じ
る
辛
口
の
批
評
で
あ
る）

71
（

。

ま
た
、
宝
塚
で
の
二
回
の
演
奏
会
を
聴
い
た
小
石
忠
男（
一
九
二
九 

―
二

○
一
○
年
）
は
、
後
年
の
回
想
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

舞
台
で
見
る
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
、
そ
の
姿
に
あ
た
り
を
は
ら
う
威
厳

が
あ
り
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
腰
か
け
る
と
一
時
の
空
白
を
お
い
て
、
即
興

的
に
曲
目
と
関
連
し
た
調
の
分
散
和
音
な
ど
を
弾
き
は
じ
め
る
。
こ
れ

で
会
場
は
た
ち
ま
ち
ふ
し
ぎ
な
音
楽
的
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
の
だ
が
、

演
奏
者
自
身
も
そ
れ
が
指
な
ら
し
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
ほ

と
ん
ど
間
を
お
か
ず
に
曲
の
演
奏
が
は
じ
ま
る
。
な
ん
と
も
余
裕
の
あ

る
心
憎
い
仕
草
で
あ
る
が
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
を
き
い
て
す
ぐ
に

気
が
つ
く
の
は
、
そ
の
音
の
清
澄
・
透
明
を
き
わ
め
た
美
し
さ
で
あ
る
。

そ
れ
は
決
し
て
華
麗
で
は
な
い
が
、
微
妙
な
色
彩
が
内
部
か
ら
照
り
映

え
て
い
る
よ
う
な
色
調
を
そ
な
え
て
お
り
、
音
の
一
粒
一
粒
が
明
確
で

あ
り
な
が
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
テ
ヌ
ー
ト
も
き
い
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に

高
貴
と
さ
え
い
え
る
美
し
さ
を
表
わ
し
て
い
た
の
で
あ
る）

72
（

。

こ
の
文
章
か
ら
は
、
演
奏
会
の
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
分
散
和

音
か
ら
曲
を
始
め
る
の
は
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
習
慣
で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、

来
日
直
前
の
ア
メ
リ
カ
公
演
の
録
音）

73
（

で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ン

コ
ー
ル
で
弾
い
た 「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
＝
リ
ス
ト
の
《
ウ
ィ
ー
ン
の
夜
会
第

六
番
》
の
粋
な
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
た
絶
妙
な
表
現）

74
（

」 

に
つ
い
て
も
ま
た
同

様
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
来
日
公
演
を
主
催
し
た
毎
日
新
聞
社
と
縁
が
深
か
っ
た

野
村
光
一
は
、
滞
在
中
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
身
近
に
接
し
た
さ
い
も 「
な

か
な
か
傍
へ
寄
り
が
た
い
よ
う
な
厳
粛
さ
」 

を
感
じ
た
と
述
べ
る
。
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こ
の
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
そ
の
人
間
か
ら
発
散
す
る
雰
囲
気
か
ら
す

る
と
、
芸
術
家
と
い
う
よ
り
も
大
政
治
家
と
か
、
大
会
社
の
社
長
み
た

い
な
感
じ
が
し
た
の
で
、
終
始
一
貫
私
ど
も
は
威
圧
さ
れ
ま
し
た
ね
。

（
中
略
）
普
通
の
芸
術
家
に
見
ら
れ
る
人
間
的
な
温
か
さ
、
豊
か
さ
、
親

し
さ
、
あ
る
い
は
気
ま
ぐ
れ
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
初
め
か
ら
終
い
ま

で
受
け
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
言
い
方
を
換
え
る
と
、
な
か
な
か
近
寄

り
難
い
人
物
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
彼
が
自
分
の
音
楽
に
対
し
て

非
常
に
真
摯
な
も
の
、
汚
れ
の
な
い
清
潔
な
も
の
、
高
貴
な
も
の
を
持

ち
堪
え
よ
う
と
し
て
い
る
態
度
は
納
得
出
来
ま
し
た
。（
中
略
）
そ
う
い

う
も
の
が
ま
た
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
も
共
通
し
て
い
た

と
い
う
ふ
う
に
今
で
は
考
え
て
い
ま
す）

75
（

。

来
日
時
の
彼
は 「
非
常
に
内
面
的
に
は
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り

昔
と
変
わ
ら
ず
威
（
マ
マ
）丈
高
に
な
っ
て
几
帳
面
に
弾
い
て
い
た
」 
が
、
こ
れ
以

後
、
晩
年
に
か
け
て 「
だ
ん
だ
ん
解
き
ほ
ぐ
れ
て
い
っ
て
、
も
っ
と
自
由

な
、
も
っ
と
親
近
感
を
催
さ
せ
る
演
奏
に
傾
い
て）

76
（

」 

い
っ
た
と
い
う
の
が
、

若
年
か
ら
晩
年
ま
で
の
演
奏
を
知
る
こ
の
批
評
家
の
最
終
的
な
バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
評
で
あ
る
。
属
啓
成
や
山
根
銀
二
が
指
摘
し
た 「
ア
ゴ
ー
ギ
ッ
ク
の

自
由
さ
」 「
テ
ン
ポ
の
動
搖
」 

は
、
こ
の
柔
ら
か
く 「
解
き
ほ
ぐ
れ
」 

て
ゆ

く
晩
年
の
様
式
の
端
緒
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

四
、
晩
年
の
演
奏
会
と
そ
の
後

（
1
）　

ス
イ
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

一
九
五
四
年
の
来
日
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
親
炙
す
る
機
会
を
得
た
の
が
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
深

澤（
旧
姓
は
大
野
。
一
九
三
八
年
生
）
亮
子
で
あ
っ
た
。
毎
日
新
聞
社
・
日
本

放
送
協
会
共
催
の
第
二
十
二
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
首
位
入
賞
し
た
彼
女

は
、
何
人
か
の
受
賞
者
と
と
も
に
、
滞
在
中
の
帝
國
ホ
テ
ル
で
バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
に
演
奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
二
年
後
に
ウ
ィ
ー
ン
国

立
大
学
に
留
学
し
た
さ
い
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦

楽
団
と
の
共
演
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
弾
い
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
の 『
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
』 

第
二
番
変
ロ
長
調
作
品
83
に 「
身
動
き
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
感
動）

77
（

」 

を
覚
え
て
、
楽
屋
へ
訪
ね
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

す
る
と
眼
を
ま
ん
丸
く
し
て
再
会
を
喜
ば
れ
、
傍
ら
に
い
た
、
も
と

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ピ
ア
ノ
製
作
会
社
）
の
社
長
、

フ
ッ
タ
ー
シ
ュ
ト
ラ
ー
サ
ご
兄
弟
に 「
こ
の
子
は
シ
ョ
パ
ン
の
変
イ
長

調
と
三
度
の
練
習
曲
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
プ
レ
ス
ト
を
素
晴
ら
し
く
弾
い

た
ん
で
す
よ
」 

と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
記
憶
力
に
驚
き
、
覚
え
て
い

て
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
激
し
た）

78
（

。

そ
の
後
も
彼
女
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
場
面
で
そ
の
演
奏
を
聞
き
、
個
人
的
に

接
す
る
機
会
を
得
た
が
、 「
わ
け
て
も
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
は
、
雨
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の
し
み
の
つ
い
た
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
は
お
り
、
バ
ス
ク
の
ベ
レ
ー
帽
姿
で
、

そ
の
手
に
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
し
み
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
、

古
い
楽
譜
カ
バ
ン
を
さ
げ
て
い
ら
し
た
」。「
あ
る
時
は
ユ
ー
モ
ア
で
、
人

を
ほ
の
ぼ
の
と
つ
つ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た）

79
（

」 

と
回
想
し
て
い
る
。

来
日
時
に
野
村
光
一
が
接
し
た
の
は
公
的
な
場
面
だ
っ
た
の
に
対
し
、
深

沢
の
場
合
は
私
的
な
領
域
で
の
振
る
舞
い
方
を
記
録
し
て
い
て
興
味
深
い
。

一
方
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
室
井
摩
耶
子
（
一
九
二
一
年
生
）
と
批
評
家
の
吉

田
秀
和
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
夏
の
音
楽
祭
で
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

の
演
奏
を
伝
え
て
い
る
。
室
井
は
一
九
五
九
年
、
ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン

音
楽
祭
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』 

第
十
八
番
変
ホ

長
調
作
品
31
の
3
、
第
二
十
一
番
ハ
長
調
作
品
53
（
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
）、

第
二
十
八
番
イ
長
調
作
品
101
、
第
三
十
二
番
ハ
短
調
作
品
111
の
四
つ
を
並

べ
た
演
奏
会
を
聴
い
た
印
象
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

も
し
厳
密
に
言
う
な
ら
、
彼
を
も
う
す
で
に
お
と
ろ
え
か
か
っ
て
い

る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
彼
の
美
し
か
っ
た
音
色
は
濁
り
を
み
せ
、

ペ
ダ
ル
も
濁
り
、
そ
し
て
指
も
確
実
さ
を
失
い
か
け
て
い
た
。
そ
し
て

時
に
は
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
崩
す
の
だ
ろ
う
と
も
思
え
る
よ
う
な
テ
ン
ポ
・

ル
バ
ー
ト
等
を
使
い
な
が
ら
、
堂
堂
と
粘
着
力
を
も
っ
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
を
展
開
し
て
い
く
の
だ
。
線
か
ら
線
へ
の
移
り
替
り
、
そ
の
変

化
の
妙
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
構
成
、
バ
ス
の
輝
く
ば
か
り
の

響
、
線
が
血
と
肉
で
み
た
さ
れ
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
く
よ
う
な
緊
張
、 

（
中
略
）
私
は
こ
れ
か
ら
の
音
楽
に
は
こ
う
い
っ
た
種
類
の
輝
か
し
さ
は

も
う
求
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
っ
た）

80
（

。

こ
れ
は
、
来
日
時
に
萌
芽
の
見
ら
れ
た
晩
年
様
式
の
進
展
し
た
形
で
あ
ろ

う
が
、
そ
こ
に
伝
統
へ
の
信
頼
と
自
信
に
満
ち
た
堂
々
た
る
構
成
美
を
感

じ
と
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

他
方
の
吉
田
は
、
一
九
六
八
年
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
で
、
カ
ー

ル
・
ベ
ー
ムK

arl B
öhm

（
一
八
九
四 

―
一
九
八
一
年
）
指
揮
、
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
ブ
ラ
ー
ム
ス 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
番
の
演
奏
を
初
め
て
聞
き
、

　

ま
ず
、
第
一
楽
章
の
あ
の
ホ
ル
ン
の
主
題
と
の
か
け
あ
い
で
始
ま
る

ア
ル
ペ
ジ
オ
の
テ
ン
ポ
の
、
実
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ

れ
か
ら
、
最
初
の
低
音
が
鳴
っ
た
途
端
に
耳
に
つ
い
た
、
な
ん
と
い
う

か

―
柔
ら
か
く
湿
っ
た
音

0

0

0

0

0

0

0

0

が
生
み
だ
す
共
鳴
で
、
私
を
び
っ
く
り
さ

せ
た）

81
（

。

と
述
べ
る
。
こ
の
冒
頭
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
つ
い
て
、
別
の
場
所
で
は 「
冷

た
く
硬
い
の
と
は
正
反
対
の
、
む
し
ろ
少
々
ウ
エ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
よ
い

ほ
ど
の
し
っ
と
り
と
し
た
柔
ら
か
さ
を
も
っ
た
音
」 「
深
々
と
し
た
厚
み）

82
（

」 

と
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
じ
共
演
者
の
組
み
合
わ
せ
で
録
音
さ

れ
た
L
P
（
S
L
C
一
六
三
八
）
を
聴
い
て
も
頷
け
る
、
絶
妙
の
表
現
で
あ

ろ
う
。
そ
の
上
で
吉
田
は
、
一
八
九
五
年
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
十
歳
の
と

き
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
自
身
の
指
揮
、
オ
イ
ゲ
ン
・
ダ
ル
ベ
ー
ル
の
独
奏
で
こ

の
作
品
を
聴
い
て
忘
れ
が
た
い
印
象
を
受
け
た
と
い
う
回
想

―「
私
は
、

ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
こ
の
演
奏
が
ど
ん
な
意
義
の
あ
る
も
の
か
は
理
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解
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
第
二
協
奏
曲
第
一
楽
章
の
出
だ
し
の
数
小
節
と

終
楽
章
の
出
だ
し
と
、
こ
の
二
つ
は
今
で
も
（
昨
日
聞
い
た
ば
か
り
の
よ
う

に
）
鮮
や
か
に
耳
に
残
っ
て
い
る）

83
（

」―
を
引
用
し
て
、
作
曲
者
ブ
ラ
ー
ム

ス
、
演
奏
家
で
師
の
ダ
ル
ベ
ー
ル
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
初
演
時
の
指
揮
者

ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ーH

ans R
ichter

（
一
八
四
三 

―
一
九
一
六
年
）
か
ら
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
へ
と
受
け
継
が
れ
た
精
神
の
系
譜
に
も
言
及
す
る
。

さ
ら
に
吉
田
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
に
お
い
て 「《
音
》と
、
そ
れ

か
ら
、
す
べ
て
の
ヴ
ィ
ル
テ
ュ
オ
ジ
テ
（
技
巧
、
名
人
藝
）
が
、
楽
句
の
意

味
と
完
全
に
重
な
り
あ
っ
て
い
て
、
こ
の
二
つ
が
別
々
で
な
い
点）

84
（

」 

を
讚

え
、
そ
れ
は
最
初
の
ア
ル
ベ
ジ
オ
か
ら
終
楽
章
の
最
後
の
フ
ォ
ル
テ
シ
モ

の
和
音
に
至
る
ま
で
、 「
徹
頭
徹
尾
、
一
貫
し
て
考
え
ぬ
か
れ
、
磨
き
ぬ
か

れ
、
鍛
え
あ
げ
ら
れ
た
」 「
精
神
の
芸
術）

85
（

」 
で
あ
る
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
先
の
室
井
の
見
方
と
も
よ
く
呼
応
す
る
評
価
と
言
え
よ
う
。

こ
の
後
、
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
指
揮
、
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
演
奏
で

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 
第
四
番
ト
長

調
作
品
58
を
弾
い
た
記
録
映
画 『
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
の
芸
術
』 
が
一
九
六

九
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
東
京
・
大
阪
で
上
演
さ
れ
て
い
る）

86
（

。
大

阪
で
の
七
月
七
日
の
上
演
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
本
人
の
歿
し
た
二
日
後
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
出
演
し
た
ベ
ー
ム
に
つ
い
て
、
吉
田
秀
和
は 「
な
ん
の

飾
り
も
な
く
、
電
車
の
車
掌
さ
ん
が
お
客
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
切
符
切
っ
て

歩
く
み
た
い
に
、
一
つ
一
つ
音
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
」 

と
評
し
、

そ
れ
を
受
け
た
篠
田
一は
じ
め士（

一
九
二
七 

―
八
九
年
）は 「
二
人
と
も
、
べ
つ
に

呼
吸
を
合
せ
よ
う
と
い
う
気
配
も
な
い
」 

の
に 「
非
常
に
み
ご
と
な
音
楽

が
で
き
て
る
」 

と
感
想
を
述
べ
て
い
る
の
が
面
白
い）

87
（

。

ま
た
、
こ
の
映
画
を
真
正
面
か
ら
も
う
少
し
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る

の
が
、
批
評
家
の
宇
野
功
芳
（
一
九
三
○
年
生
）
で
あ
る
。
彼
は
、
十
五
年

前
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
来
日
時
の 「
冷
徹
な
感
じ
」 「
無
愛
想
す
ぎ
る
姿
」 

に

比
較
し
て
、

　

今
度
の
映
画
に
観
る
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
、
何
と
い
う
寂
し
さ
と
哀
し

さ
だ
ろ
う
。
人
生
の
は
か
な
さ
を
痛
く
胸
に
秘
め
て
、
じ
っ
と
か
み
し

め
、
耐
え
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
人
間
へ
の
愛
と
祈
り
に
変
っ
て
ゆ
く
よ

う
な
何
も
の
か
が
あ
っ
た
。
冷
徹
な
き
び
し
さ
は
影
を
（
マ
マ
）う
す
れ
て
、
こ

の
世
を
達
観
す
る
悟
り
に
も
似
た
福
々
し
さ
が
漂
っ
て
い
た
の
で
あ
る）

88
（

。

と
、
音
楽
の
み
な
ら
ず
映
像
表
現
か
ら
受
け
た
感
銘
を
も
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
印
象
批
評
風
で
あ
る
だ
け
に
、
か
え
っ
て
D
V
D
を
視
聴
す
る

現
代
の
多
く
の
者
に
も
共
感
で
き
る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、 「
ケ
ル
ン
テ
ン
の
夏
」 

音
楽
祭
で
の
最
後
の
演
奏
会
の
模
様
は
、

日
本
で
も
二
枚
組
L
P
（
S
L
A
一
○
二
一 

―
二
二
）
と
し
て
一
九
七
一
年

七
月
五
日
に
発
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
演
奏
会
で
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に

は
珍
し
い 「
ミ
ス
タ
ッ
チ）

89
（

」 

が
聞
こ
え
る
が
、
小
説
家
の
安
岡
章
太
郎（
一

九
二
○ 

―
二
○
一
三
年
）
は
、
そ
う
し
た 「
も
つ
れ
た
指
の
け
だ
る
げ
な
動

き
」 
に
も
拘
わ
ら
ず
、 「
夕
暮
れ
ど
き
土
の
香
り
と
一
緒
に
お
寺
の
鐘
で
も

漂
っ
て
き
そ
う
な
音
色）

90
（

」 

に
柔
ら
か
な
抒
情
を
感
じ
、
内
田
百
閒（
一
八
八

九 

―
一
九
七
一
年
）
の
最
後
の
随
筆
集 『
日
沒
閉
門
』 （
新
潮
社
、
一
九
七
一
年

四
月
）
を
思
い
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
休
止
の
あ
と
で
演
奏
さ
れ
た

最
後
の
曲
目
に
、
シ
ュ
ー
マ
ン 『
幻
想
小
曲
集
』 

作
品
12
の
第
一
曲 「
夕
べ
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に
」 D

es A
bends

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
標
題
が
醸
し
出
す 

「
日
沒
閉
門
」 

の
雰
囲
気
が
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
奏
で
る
音
色
や
曲
想
に
よ
く

合
っ
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
随
筆
集
の
末
尾
に
収

め
ら
れ
た 「
猫
が
口
を
利
い
た
」 

が
途
中
で
中
断
し
て
い
る
の
も
、 「
最
後

の
演
奏
会
」 
で
の
中
断
を
連
想
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
と
同
時
に
、 「
お
寺

の
鐘
」 

の
音
と
と
も
に
門
を
閉
じ
、
静
寂
と
悟
り
の
境
地
に
入
ろ
う
と
す

る
か
の
ご
と
き
寂
び
寂
び
と
し
た
印
象
が
、
右
に
引
い
た
宇
野
功
芳
の 

「
寂
し
さ
と
哀
し
さ
」 

は
勿
論
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
木
正
興
が
か
つ
て

S
P
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
記
し
た 「
日
本
の 「
さ
び
」 

に
も
似
た
洗
煉
さ
れ

盡
し
た
わ
び
し
さ）

91
（

」 

と
い
う
評
語
に
ま
で
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は

興
味
深
い
。

（
2
）　
『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』

最
後
に
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
登
場
さ
せ
た
コ
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
池
田

理
代
子（
一
九
四
七
年
生
）の 『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓）

92
（

』 

に
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
こ
の
作
品
は
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
二
○
年
代
前
半
に
か
け
て
の

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
を
舞
台
に
、
革
命
や
戦
争
の
歴

史
的
事
実
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
音
楽
学
校
で
学
び
、

そ
こ
を
卒
業
し
て
ゆ
く
生
徒
た
ち
の
青
春
を
描
い
て
い
る
。
全
四
部
の
う

ち
の
第
二
部
で
は
、
ピ
ア
ノ
へ
の
情
熱
を
抱
く
青
年
イ
ザ
ー
ク
・
ゴ
ッ
ド

ヒ
ル
フ
・
ヴ
ァ
イ
ス
ハ
イ
ト
を
主
人
公
に
、
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
院
へ
の
留
学

と
成
功
、
恋
愛
、
結
婚
、
苦
悩
な
ど
の
物
語
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
人
生
の

曲
が
り
角
で
登
場
し
、
イ
ザ
ー
ク
に
忠
告
や
励
ま
し
を
与
え
る
の
が
、
彼

よ
り
四
歳
年
上
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
で
偶
然
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
弾
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
耳
に
し

た
イ
ザ
ー
ク
は
、 「
彼
こ
そ
が
ぼ
く
が
長
い
間
暗
闇
を
手
さ
ぐ
り
で
探
し
求

め
て
い
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
」 

と 「
胸
の
高
鳴
り
」 

を
覚
え
る
が
、
同
時
代
の

批
評
家
や
指
導
教
授
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
は
、 「
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
と
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
を
並
べ
て
比
較
し
よ
う
な
ど
論
外
だ
」、

　

た
し
か
に
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
天
才
的
と
も
い
え
る
超
凡
の
技
術
を
、

音
楽
的
知
性
を
備
え
て
い
る
が
、
あ
あ
い
っ
た
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア

メ
リ
カ
で
は
も
て
は
や
さ
れ
て
も
、
真
に
音
楽
を
理
解
す
る
国
民
に
は
、

す
ぐ
に
見
限
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
。
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ

ナ
ー
ベ
ル
の
も
つ
霊
感
と
深
い
情
緒
の
表
現
に
は
く
ら
ぶ
べ
く
も
な
い

よ）
93
（

。

と
批
判
す
る
。
こ
の
場
面
は
、
吉
田
秀
和
が
ド
イ
ツ
の
批
評
家
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ニ
ー
マ
ンW

alter N
iem

ann

（
一
八
七
六 

―
一
九
五
三
年
）を
引
い
て

述
べ
る
言
葉

―「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で

ま
ず
圧
倒
的
な
成
功
を
博
し
た
の
も
、 『
音
楽
』 

よ
り
、
む
し
ろ
技
術
的
、

知
的
な
面
で
抜
群
に
均
衡
の
と
れ
た
感
覚
が
あ
る
た
め
」 

で
、 「
当
時
は

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
は
お
ろ
か
、
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ら
と
並
べ
て
考
え
る
な
ど
と
い
う
の
は
論
外

だ
っ
た
よ
う
で
す）

94
（

」―
に
基
づ
い
て
い
る
ら
し
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出

身
の
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ルA

rtur Schnabel

（
一
八
八
二 

―
一
九
五
一
年
）
と
、
ス

イ
ス
出
身
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー E

dw
in Fischer

（
一
八
八
六 

―
一
九
六
○
年
）

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
バ
ッ
ハ
の
作
品
解
釈
と
演
奏
の
権
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威
と
し
て
知
ら
れ
た
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
同
時
代
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

イ
ザ
ー
ク
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
直
前
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

に
赴
い
て
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
面
会
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
』 

第
五
番
変
ホ
長
調
作
品
73
（
皇
帝
）
の
演
奏
を
依
頼
す
る
（
図
版
5
）。

　
「
さ
あ
、
な
に
を
弾
き
ま
す
か
？
」―「〝
皇
帝
〞
を
…
お
願
い
で
き
ま

す
で
し
ょ
う
か
」―「
い
い
で
し
ょ
う
。
じ
ゃ
あ
…
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
分

は
き
み
が
く
ち
ず
さ
ん
で
と
っ
て
く
だ
さ
い
」 「
は
…
…
は
い
!!
」 「
も

し
も
ぼ
く
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
な
に
か
の
興
味
を
抱
い
て
い
る
な
ら
、
よ

く
聴
い
て
お
い
て
下
さ
い
、
す
べ
て
の
基
本
は
ス
ケ
ー
ル
（
音
階
）
の

練
習
と
、
そ
し
て
バ
ッ
ハ
で
す）

95
（

」

こ
れ
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
崎
孝（
一
九
三
七
年
生
）が
一
九
六
七
年
七
月
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
避
暑
地
バ
ー
ト
ガ
シ
ュ
タ
イ
ン
で
八
十
三
歳
の
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
に
個
人
的
に
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
っ
た
と
き
の
思
い
出
を
借
り
て
、

そ
れ
を
若
き
日
の
姿
に
投
影
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
山
崎
に
よ
れ
ば
、

　

ち
ょ
う
ど
四
時
に
教
授
（
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
）
が
現
わ
れ
、
し
ば
ら
く
お

話
し
し
た
が
、／「
今
日
は
何
を
弾
き
ま
す
か
？
」 「
皇
帝
を
聴
い
て
く
だ

さ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
」 「
ど
う
ぞ
」。／（
中
略
）ピ
ア
ノ
が
ベ
ー
ゼ
ン

ド
ル
フ
ァ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
が
一
台
だ
っ
た
の
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
分

を
教
授
が
口
笛
と
口
ず
さ
み
と
手
拍
子
で
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
第
一

楽
章
が
終
っ
た
と
き
、
最
初
の
カ
デ
ン
ツ
ァ
の
弾
き
方
か
ら
ず
っ
と

細
々
と
御
注
意
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
御
自
身
が
す
ぐ
に
ピ
ア
ノ
に
向

か
い 「
こ
こ
は
こ
の
位
の
間
隔
で
、
テ
ン
ポ
で
」 

と
何
回
も
弾
い
て
く

だ
さ
っ
た）

96
（

。

つ
ま
り
、
山
崎
が
弾
き
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
分
を
担
当

し
つ
つ
聴
く
と
い
う
役
割
を
作
品
中
で
は
逆
転
さ
せ
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
自

身
が
弾
き
、
イ
ザ
ー
ク
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
口
ず
さ
む
形
に
変
更
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、 「
す
べ
て
の
基
本
は
ス
ケ
ー
ル
の
練
習
と
、
そ
し

て
バ
ッ
ハ
」 

と
い
う
言
葉
は
、
先
に
引
い
た
原
田
光
子
訳 『
大
ピ
ア
ニ
ス

ト
は
語
る
』 

中
の
発
言
を
利
用
し
た
の
に
相
違
な
い
。

物
語
の
末
尾
で
、
イ
ザ
ー
ク
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
出
征
し
て
帰
国
後
、

指
の
故
障
で
ピ
ア
ノ
を
諦
め
、
息
子
の
ユ
ベ
ー
ル
を
連
れ
て
レ
ー
ゲ
ン
ス

ブ
ル
ク
へ
帰
る
が
、
そ
こ
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
再
会
し
励
ま
さ
れ
る
。
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
の
提
案
で
ユ
ベ
ー
ル
は
彼
の
許
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）

97
（

。

図版 5　 池田理代子 『オルフェウスの窓』 の
一場面
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バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
わ
ず
か
一
回
の
来
日
で
、
一
般
の
日
本
人
が
実
際
の

演
奏
に
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
む
し
ろ
録
音
を
通
じ
て
知
ら
れ
、
畏
敬

の
念
を
以
て
遇
せ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
来
日
時
に
も
、
彼
は 

「
舞
台
で
は
お
世
辞
笑
い
の
一
つ
も
見
せ
」 

ず
、 「
聴
衆
へ
の
僅
か
な
媚
び

も
な
く）

98
（

」、
そ
の
態
度
は
冷
徹
さ
の
極
致
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
同

世
代
の
ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
ケ
ン
プW

ilhelm
 K

em
pff

（
一
八

九
五 

―
九
一
年
）
が
一
九
三
六
年
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
文
化
使
節
と
し
て
日

本
を
訪
問
し
、
中
島
敦
（
一
九
○
九 

―
四
二
年
）
に
よ
っ
て 「
ケ
ム
プ
を
聽

く）
99
（

」 

と
題
す
る
短
歌
七
首
に
詠
ま
れ
、
以
来
合
計
十
回
の
来
日
を
通
じ
て

日
本
人
に 「
心
か
ら
最
も
親
し
ま
れ
て）

100
（

」 
き
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
田
村
宏
（
一
九
二
三 

― 
二
○
一
一
年
）
が
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

演
奏
の
「
外
形
的
な
冷
た
さ
」
と
ケ
ン
プ
の
演
奏
に
感
じ
ら
れ
る
「
何
と

な
く
我
々
凡
人
に
も
相
通
ず
る
様
な
人
間
的
な
親
し
み
」
と
を
対
比
的
に

述
べ
て
い
る）

101
（

の
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
の
コ
ミ
ッ
ク
ス
へ

の
登
場
は
、
音
楽
に
関
心
の
な
い
若
い
読
者
層
に
も
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
名

前
を
知
ら
し
め
、
理
想
化
さ
れ
た
形
で
は
あ
れ
、
そ
の
若
き
日
の
人
間
像

に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
上
で
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

﹇
注
﹈

　

＊
作
曲
家
・
演
奏
家
の
原
綴
・
生
歿
年
情
報
は
、
原
則
と
し
て
本
文
中
の
初

出
個
所
に
付
し
た
。
た
だ
し
、
注
に
の
み
現
わ
れ
る
場
合
は
、
注
の
初
出

個
所
に
付
記
す
る
。

　

＊
本
文
に
お
い
て
、
引
用
文
中
の
小
字
の
丸
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
注
記
、

並
字
の
丸
括
弧
内
は
原
文
自
体
の
注
記
で
あ
る
。

（
1
） 

履
歴
に
関
す
る
基
本
的
情
報
は
、
諸
資
料
に
よ
っ
て
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
主
と
し
て
以
下
に
依
拠
し
、
適
宜
新
聞
記
事
な
ど
の
一
次
史
料

に
よ
る
情
報
を
補
っ
た
。

 

①  H
. E

. W
einschenk, K

ünstler P
laudern, B

erlin: W
ilhelm

 L
im

pert-

V
erlag, 1938, pp. 14–19, “W

ilhelm
 B

ackhaus: R
aubtiere unter dem

 

Podium
. ”  

当
時
の
著
名
な
藝
術
家
た
ち
へ
の
編
者
の
会
見
記
。「
舞
台

の
下
の
猛
獣
た
ち
」 

と
い
う
標
題
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
ハ
バ
ナ
の
劇

場
で
午
後
の
演
奏
会
を
開
き
、
シ
ョ
パ
ン
の 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
番
変
ロ

短
調
作
品
35
（
葬
送
）
を
演
奏
し
て
い
た
と
き
、
同
日
夜
開
催
予
定
の

サ
ー
カ
ス
の
た
め
に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
猛
獣
た
ち
の
唸
り
声
が
響
い

て
き
て
恐
怖
に
襲
わ
れ
、
危
う
く
自
分
自
身
の
葬
送
行
進
曲
に
な
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
と
い
う
思
い
出
に
由
来
す
る
。

 

②  John G
illespie and A

nna G
illespie, N

otable Tw
entieth-C

entury P
i-

anists: A
 B

io-C
ritical Sourcebook, 2 vols., W

estport, C
onnetcicut / 

L
ondon: G

reenw
ood Press, 1995, V

ol. 1, pp. 55–62, “B
ackhaus, 

W
ilhelm

. ”  

こ
の
種
の
辞
典
に
は
珍
し
く
出
典
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
範
囲
で
は
信
頼
が
置
け
る
。

 

そ
の
ほ
か
、
出
典
注
を
欠
く
が
、
以
下
も
参
照
し
た
。

 

③  B
ryce M

orrison, “B
ackhaus, W

ilhelm
, ” in: T

he N
ew

 G
rove D

ic-

tionary of M
usic and M

usicians, Second E
dition, E

dited by Stanley 

Sadie, 29 vols., L
ondon: M

acm
illan / N

ew
 Y

ork: G
rove ’s D

ic tio-

naries, 2001, V
ol. 2, p. 447.

 

④  G
erhard M

elchert, “W
ilhelm

 B
ackhaus, ” W

ilhelm
 B

ackhaus, F
ré-

déric C
hopin: E

tudes, N
euhausen: Profi l M

edien, 2010, pp. 2–10 

（D
eutsch

）, pp. 11–17 （E
nglish

）.  

C
D
の
解
説
書
。

（
2
） 

H
. J. W

einschenk, p. 17; John and A
nna G

illespie, p. 55; G
erhard 

M
elchert, “W

ilhelm
 B

ackhaus, ” p. 4, p. 12

に
もW

einschenk

よ
り
の

引
用
あ
り
。

（
3
） 

H
. J. W

einschenk, p. 17.  

十
二
月
五
日
、
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ホ
ー
ル
に
お
け
る
カ
ー
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
ク
ラ
ブC

urtius C
on-
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cert C
lub

の
演
奏
会
。The Sunday Tim

es, D
ecem

ber 2, 1900, p. 1

に
よ

る
と
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
曲
目
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト 『
即
興
曲
』 

変

イ
長
調
作
品
90
の
4
、
シ
ュ
ー
マ
ン 『
幻
想
小
曲
集
』 

作
品
12
よ
り
第
一

曲
「
夕
べ
に
」、
シ
ョ
パ
ン 『
バ
ラ
ー
ド
』 

第
三
番
変
イ
長
調
作
品
47
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ 『
前
奏
曲
』 

嬰
ハ
短
調
作
品
3
の
2
、
ヤ
ー
ダ
ー
ス
ゾ
ー
ン 

『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
』 

作
品
57
、
リ
ス
ト 『
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
』 

で
あ
っ
た
。

T
he Sunday Tim

es, D
ecem

ber 9, 1900, p. 6 （M
usic and M

usicians

） 

の
演
奏
会
評
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を 「
真
の
巨
匠
た
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
素

質
を
備
え
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
出
身
の
若
き
藝
術
家
」 a youthful L

eipsic 

artist, w
ho has in him

 all the m
akings of a veritable virtuoso

と
形
容

し
て
い
る
。
な
お
、
同
紙D

ecem
ber 30, 1900, p. 6

は
、
同
年
中
に
ロ
ン

ド
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ル

ト
ー A

lfred C
ortot

（
一
八
七
七 
―
一
九
六
二
年
）な
ど
と
並
ん
で
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

（
4
） 

H
. J. W

einschenk, p. 17.

（
5
） 

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
十
五
歳
か
ら
二
十
一
歳
ま
で

の
若
者
を
対
象
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作
曲
家
ア
ン
ト
ン
・

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンA

nton R
ubinstein

（
一
八
二
九 
―
九
四
年
）
に
よ

り
創
設
さ
れ
、
一
八
九
○
年
か
ら
一
九
一
○
年
ま
で
、
五
年
ご
と
に
第
五

回
ま
で
開
か
れ
た
。
パ
リ
の
エ
ラ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
四
回
に
は
、
作
曲
部
門
（la section des pianists com

positeurs
）
に
五

名
、
ピ
ア
ノ
部
門（la section des pianists virtuoses

）に
二
十
六
名
が
参

加
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ア
ウ
ア
ーL

éo-

pold A
uer

（
一
八
四
五 

―
一
九
三
三
年
）
委
員
長
以
下
合
計
十
五
名
が
審

査
員
を
務
め
、
優
勝
者
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
は
賞
金
五
千
フ
ラ
ン
が
授
与

さ
れ
た
。
同
年
の
作
曲
部
門
（
作
曲
者
自
身
が
ピ
ア
ノ
を
担
当
す
る
こ
と

が
条
件
）
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ
ル
ト
ー
クB

éla B
artók

（
一
八
八
一 

―

一
九
四
五
年
）
が
参
加
し
た
が
、
結
果
と
し
て
一
位
・
二
位
と
も
該
当
者

な
し
、
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ル
ニ
ョ
ー
リA

ttilio B
rugnoli

（
一
八
八
○ 

―
一

九
三
七
年
）
と
バ
ル
ト
ー
ク
が
選
外
佳
作
（m

entions honorables

）
と
さ

れ
た
。
バ
ル
ト
ー
ク
は
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
演
奏
を 「
実
に
素
晴
ら
し
か
っ

た
」 

と
称
讚
し
た
が
、
審
査
委
員
長
宛
て
の
抗
議
の
手
紙
に
添
え
た 「
十

五
人
に
送
る
頌
歌
」 

で
は
、
ピ
ア
ノ
部
門
優
勝
者
（
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
）
が 

「
バ
ッ
ハ
の
フ
ー
ガ
を
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
弾
い
た
」 

と
皮
肉
っ
て
い
る
。

H
alsey Stevens, T

he L
ife and M

usic of B
éla B

artók, T
hird E

dition, 

O
xford: C

larendon Press, 1993, pp. 28–29 （
邦
訳
＝
志
田
勝
次
郎
・
中

山
直
亮
・
飯
田
正
紀
訳 『
バ
ル
ト
ー
ク
の
音
楽
と
生
涯
』 

紀
伊
國
屋
書
店
、

一
九
六
一
年
十
二
月
、
三
二 

―
三
四
頁
）、
羽
仁
協
子
編
訳 『
あ
る
芸
術
家

の
人
間
像

―
バ
ル
ト
ー
ク
の
手
紙
と
記
録
』 

冨
山
房
、
一
九
七
○
年
五

月
、
三
八 

―
四
○
頁
（
原
文
未
見
）。

 
 

ピ
ア
ノ
部
門
の
課
題
曲
は
以
下
の
通
り
。
① 

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の 

『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
三
番
ト
長
調
作
品
45
の
第
一
・
第
三
楽
章
、
② 

バ
ッ

ハ
の
前
奏
曲
と
四
声
の
フ
ー
ガ
か
ら
各
一
曲
、
③ 

ハ
イ
ド
ン
ま
た
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
ア
ン
ダ
ン
テ
ま
た
は
ア
ダ
ー
ジ
ョ
。
④ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ソ
ナ
タ
か
ら
、
作
品
78
・
81
・
90
・
101
・
106
・
109
・
110
・
111
の
う
ち
一
曲
、

⑤ 

シ
ョ
パ
ン
の
マ
ズ
ル
カ
、
夜
想
曲
ま
た
は
バ
ラ
ー
ド
か
ら
一
曲
、
⑥ 

シ
ュ
ー
マ
ン
の 『
幻
想
小
曲
集
』 

作
品
12
ま
た
は 『
ク
ラ
イ
ス
レ
リ
ア
ー

ナ
』 

作
品
16
か
ら
一
曲
な
い
し
二
曲
、
⑦ 

リ
ス
ト
の
練
習
曲
か
ら
一
曲
。

 
 

コ
ン
ク
ー
ル
当
時
の
新
聞
報
道
と
し
て
、L

e Tem
ps, 2 août, 1905, p. 3 

（
コ
ン
ク
ー
ル
の
諸
条
件
）、3 août, p. 3 （
審
査
員
一
覧
）、5 août, p. 3 

（
ピ
ア
ノ
部
門
前
半
）、8 août, p. 3 （
作
曲
部
門
）、10 août, p. 4 （
最
終

結
果
）
を
参
照
し
た
。
同
紙
は
ピ
ア
ノ
部
門
前
半
十
四
名
が
終
わ
っ
た
段

階
で 「
ド
イ
ツ
の
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
氏
の
演
奏
に
と
く

に
注
目
し
た
」 

と
述
べ
、
最
終
結
果
の
報
道
で
は 「
本
紙
は
コ
ン
ク
ー
ル

の
最
初
か
ら
こ
の
若
き
ド
イ
ツ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
優
勝
を
（
読
者
に
）
予

見
さ
せ
て
い
た
」 

と
付
記
し
て
い
る
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ソ
ナ
タ
か
ら
変
ロ
長
調
作
品
106
（
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
）
を
演

奏
し
た
と
い
う
。

 
 

John G
illespie and A

nna G
illespie, p. 56

を
は
じ
め
、
バ
ル
ト
ー
ク

が
ピ
ア
ノ
部
門
で
二
位
で
あ
っ
た
と
す
る
記
述
は
少
な
く
な
い
。
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（
6
） 

T
he N

ew
 York Tim

es, D
ecem

ber 31, 1911, Part Seven: D
ram

atic 

N
ew

s, M
usic, Society, Fashions, and Q

ueries, p. 7: N
ew

s and R
e-

view
s in the M

usic W
orld, M

usic H
ere and T

here.  

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ダ

ム
ロ
ッ
シ
ュW

alter D
am

rosch

（
一
八
六
二 

―
一
九
五
○
年
）の
指
揮
で
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
五
番
変
ホ
長
調
作
品
73
（
皇

帝
）
を
演
奏
。
会
場
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
。

（
7
） 

T
he N

ew
 York Tim

es, January 7 and 14, 1912, Part Seven: D
ram

atic 

N
ew

s, M
usic, Society, Fashions, and Q

ueries, p. 10: N
ew

s and R
e-

view
s of the M

usic W
orld, M

usic H
ere and T

here.  

一
月
十
二
日
の
演

奏
曲
目
は
、
バ
ッ
ハ 『
半
音
階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ
』 

ニ
短
調
B
W
V
903
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
一
番
ハ
長
調
作
品
53
（
ワ
ル
ト

シ
ュ
タ
イ
ン
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
』 

作

品
35
、
シ
ョ
パ
ン
の 『
ワ
ル
ツ
』 
第
五
番
変
イ
長
調
作
品
42
、 『
子
守
歌
』 

変

ニ
長
調
作
品
57
、 『
ワ
ル
ツ
』 

第
七
番
嬰
ハ
短
調
作
品
64
の
2
、 『
夜
想
曲
』 

第
十
三
番
ハ
短
調
作
品
48
の
1
、 『
前
奏
曲
』 
作
品
28
よ
り
第
二
十
二
番
ト

短
調
・
第
十
四
番
変
ホ
短
調
・
第
十
七
番
変
イ
短
調
、 『
バ
ラ
ー
ド
』 

第
三

番
変
イ
長
調
作
品
47
、
リ
ス
ト 『
森
の
ざ
わ
め
き
』 
変
ニ
長
調
、 『
愛
の
夢
』 

第
三
番
変
イ
長
調
、 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
に
よ
る
大
練
習
曲
』 
第
三
番
嬰
ト
短
調

（
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
）。
二
十
日
は
バ
ッ
ハ 『
イ
タ
リ
ア
協
奏
曲
』 

ヘ
長

調
B
W
V
971
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
三
番
ヘ
短
調
作
品

57（
熱
情
）、
シ
ュ
ー
マ
ン 『
謝
肉
祭
』 

作
品
9
、
シ
ョ
パ
ン 『
練
習
曲
』 

第

一
―
三
番
作
品
10
の
1
・
2
・
3
、
第
十
七
―
二
十
二
番
作
品
25
の
5 
―

10
、 『
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
』 

第
六
番
変
イ
長
調
作
品
53
（
英
雄
）。

（
8
） 

John G
illespie and A

nna G
illespie, p. 57; B

ryce M
orrison, “B

ack-

haus, W
ilhelm

, ” p. 447; G
erhard M

elchert, “W
ilhelm

 B
ackhaus, ” 

p. 10, p. 17.

（
9
） 

O
lin D

ow
nes, “B

ackhaus E
xcels in Piano Program

: E
nds 28-Y

ear 

A
bsence w

ith a M
asterful Perform

ance of 5 Sonatas by B
eethoven, ” 

T
he N

ew
 York Tim

es, M
arch 31, 1954, p. 33 （A

m
usem

ents

）.  

三
月
三

十
日
の
演
奏
会
の
曲
目
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
ソ
ナ
タ
』 

第
八
番
ハ
短

調
作
品
13（
悲
愴
）、
第
十
七
番
ニ
短
調
作
品
31
の
2（
テ
ン
ペ
ス
ト
）、
第

三
十
二
番
ハ
短
調
作
品
111
、
第
二
十
六
番
変
ホ
長
調
作
品
81
a
 （
告
別
）、

第
二
十
五
番
ト
長
調
作
品
79
（
郭
公
）。

（
10
） 

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
録
音
目
録
は
以
下
を
参
照
し
た
。John H

unt, G
iants 

of the K
eyboard, L

ondon: T
ravis &

 E
m

ery, 1994, pp. 275–324.  

ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ソ
ナ
タ
』 

第
二
十
九
番
変
ロ
長
調
作
品
106（
ハ
ン
マ
ー
ク

ラ
ヴ
ィ
ー
ア
）
の
み
は
、
ス
テ
レ
オ
録
音
を
待
た
ず
に
歿
し
て
い
る
。

（
11
） 

村
上
春
樹 『
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
』 

講
談
社
、
一
九
九
九
年
四
月
、
三

○
頁
。

（
12
） 

『
瀧
廉
太
郎　

資
料
集
』 

大
分
県
先
哲
叢
書
、
大
分
県
教
育
委
員
会
、
一

九
九
四
年
三
月
、
一
四
八 

―
五
○
頁 「
49　

明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
七

日　

鈴
木
毅
一
宛
」。
中
川
右
介 『
二
十
世
紀
の
十
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 （
幻

冬
舎
新
書
、
二
○
一
一
年
七
月
、
六
六 

―
六
七
頁
）
は
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

が
一
九
○
一
年
十
月
二
十
四
日
に
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
と
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
四
番
ト
長
調
作
品
58
を
演
奏
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
聞
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

十
月
二
十
四
日
と
い
う
日
付
の
典
拠
は
未
詳
。
前
注（
4
）で
引
い
た
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
自
身
の
回
想
に
あ
る 「
十
一
月
」 

と
は
齟
齬
を
き
た
す
。

（
13
） 

T
he Tim

es, June 25, 1901, p. 1, “M
iss E

lsie Southgate ’s Pianoforte 

and V
iolin R

ecital. ”  

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
他
に
、
シ
ョ
パ
ン 『
華
麗
な
る
変

奏
曲
』 

変
ロ
長
調
作
品
12
、 『
練
習
曲
』 

第
二
十
三
番
イ
短
調
作
品
25
の
11

（
木
枯
ら
し
）、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の 『
前
奏
曲
』 

嬰
ハ
短
調
作
品
3
の
2
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
／
リ
ス
ト
編
曲 『
真
夏
の
夜
の
夢
』 

に
よ
る
パ
ラ

フ
レ
ー
ズ
（『
結
婚
行
進
曲
と
妖
精
の
踊
り
』）
を
独
奏
し
、
サ
ウ
ス
ゲ
イ

ト
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
』 

第
九
番
イ
長
調
作

品
47（
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
）を
共
演
し
て
い
る
。T

he Tim
es, June 29, p. 8

の

批
評
は
、 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
』 

を
絶
讚
す
る
一
方
、
シ
ョ

パ
ン
の
演
奏
は
経
験
に
よ
っ
て
さ
ら
に
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
るT

he Tim
es

の
記
事
の
検
索
は
、T

he T
im

es 

D
egital A

rchive 1785–2007

に
よ
っ
た
。
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こ
の
あ
と
、
七
月
八
日
に
は
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ホ
ー
ル
で
の
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
カ
ワ
ー
ドJam

es C
ow

ard

演
奏
会
に
出
演
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の 『
幻

想
小
曲
集
』 

作
品
12
か
ら
第
二
曲 「
飛
翔
」 

と
第
三
曲 「
な
ぜ
に
」、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト 『
即
興
曲
』 

の
一
曲
な
ど
を
弾
い
て
い
る
。
批
評
はT

he Tim
es, 

July 9, p. 10.

（
14
） 

T
he Tim

es, A
ugust 27, p. 1; T

he Sunday Tim
es, A

ugust 25, 1901, 

p. 6. T
he Sunday Tim

es, A
ugust 4, p. 6

（M
usic and M

usicians

）は
、
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
す
る
予
告
で
、 「
六
月
の
演
奏
会
で
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
氏
が
ブ
ラ
ー
ム
ス
の 『
パ
ガ
ニ
ー
ニ
変
奏
曲
』 

を
弾
く
の
を
聞

い
た
者
は
、
彼
の
才
能
が
認
知
さ
れ
て
き
た
の
を
知
っ
て
嬉
し
く
思
う
こ

と
だ
ろ
う
」 

と
記
し
て
い
る
。

（
15
） 

T
he Tim

es, Septem
ber 16, 1901, p. 7.  

ま
た
、B

B
C

 T
he Prom

s A
r-

chive

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
一
九
○
一
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
十

月
四
日
ま
で
、
合
計
十
回
出
演
、
こ
の
な
か
に
は
グ
リ
ー
グ 『
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
』 （
九
月
三
日
）、
シ
ュ
ー
マ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 （
九
月
十
二
日
）、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 
第
一
番
変
ロ
短
調
作
品
23（
九

月
十
七
日
）、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
四
番
ト
長
調
作

品
58
（
九
月
二
十
五
日
）、
第
五
番
変
ホ
短
調
作
品
73
（
十
月
四
日
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
U
R
L
は
以
下
の
通
り
。http://

w
w

w
.bbc.co.uk/prom

s/archive

（
16
） 

T
he Tim

es, N
ovem

ber 2, 1901, p. 1; N
ovem

ber 16, p. 1; N
ovem

ber 

18, p. 1.

（
17
） 

『
漱
石
全
集
』 

第
十
四
巻
（
書
簡
集
）、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
十
二

月
、
一
九
三
頁
。

（
18
） 

当
日
の
出
演
者
と
演
目
は
、T

he Tim
es, N

ovem
ber 2, 1901, p. 1; T

he 

Sunday Tim
es, N

ovem
ber 17, 1901, p. 1

に
見
ら
れ
る
。T

he Sunday 

Tim
es, N

ovem
ber 24, 1901, p. 6

（M
usic and M

usicians.  

署
名
は H

.  K
.

）

の
批
評
は
、 「
要
す
る
に
演
奏
会
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
お
楽
し
み
の
材

料
は
十
分
で
あ
っ
た
」 

と
締
め
括
っ
て
い
る
。

（
19
） 

瀧
井
敬
子 『
漱
石
が
聴
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

―
音
楽
に
魅
せ
ら
れ

た
文
豪
た
ち
』 （
中
公
新
書
、
二
○
○
四
年
二
月
、
一
六
六 

―
六
八
頁
）は
、 

『
野
分
』 （
初
出
は 『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』 

第
十
巻
四
号
、
一
九
○
七
年
一
月
。
の

ち 『
草
合
』 〔
春
陽
堂
、
一
九
○
八
年
九
月
〕 

に
収
録
）
と
の
関
連
で
パ
ッ

テ
ィ
演
奏
会
に
言
及
し
て
い
る
。

（
20
） 

『
大
田
黒
元
雄
の
足
跡

―
西
洋
音
楽
へ
の
水
先
案
内
人
』 

没
後
三
十
年

特
別
展
、
杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
、
二
○
○
九
年
十
一
月
、
四 

―
五
頁 「
大

田
黒
元
雄
略
年
譜
」。

（
21
） 

大
田
黑
元
雄 『
世
界
の
名
演
奏
家
』 

音
樂
文
庫
、
音
樂
之
友
社
、
一
九

五
○
年
十
一
月
、
五
○
頁
。
同 『
華
や
か
な
る
回
想

―
海
外
音
樂
生
活

印

錄
』 （
第
一
書
房
、
一
九
二
五
年
四
月
、 「
バ
ク
ハ
ウ
ス
」）、
三
八
頁

に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
22
） 

あ
ら
え
び
す
（
野
村
長
一
） 『
名
曲
決
定
盤
』 

中
央
公
論
社
、
一
九
三
九

年
五
月
、
一
九
八
頁
。
前
引
のJohn H

unt, G
iants of the K

eyboard

の
目

録
に
は
な
ぜ
か
こ
の
レ
コ
ー
ド
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
） 

T
he Sunday Tim

es, February 9, 1913, p. 4

（M
usic and M

usicians: 

C
ham

ber M
usic

）; February 16, p. 4

（M
usic and M

usicians: In the 

C
oncert R

oom
, Piano and V

iolin

）.  

署
名
は
と
も
に L

.  R
.

（
24
） 

T
he Sunday Tim

es, M
ay 10, 1914, p. 7

（M
usic and M

usicians

）; 
p. 12

（C
oncerts

）; M
ay 17, p. 7

（M
usic and M

usicians: C
oncerts

）.

（
25
） 

大
田
黑
元
雄 『
音
樂
日
記
抄
』 

第
一
、
音
樂
と
文
學
社
、
一
九
一
二
年

十
二
月
、
五
三 

―
五
四
頁
。

（
26
） 

同
右
、
一 

―
二
頁
、
三
八 

―
三
九
頁
。T

he Sunday Tim
es, January 11, 

1914, p. 10

（C
oncerts

）; A
pril 12, 1914, p. 10

（C
oncerts

）.

（
27
） 

T
he Sunday Tim

es, M
ay 17, 1914, p. 7.

（
28
） 

大
田
黑
元
雄 『
洋
樂
夜
話
』 

音
樂
と
文
學
社
、
一
九
一
七
年
三
月
、
一

四
二
頁
。
以
下
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
同 『
華
や
か
な
る

回
想
』 

三
八
頁
。
同 『
世
界
の
名
演
奏
家
』 

五
○
頁
。

（
29
） 

T
he Sunday Tim

es, O
ctober 9, 1922, p. 6

（C
oncerts

）.  

シ
ョ
パ
ン
の 

『
夜
想
曲
』 
と 『
マ
ズ
ル
カ
』 

の
あ
い
だ
は
印
刷
不
鮮
明
だ
が
、
お
そ
ら
く 

“T
W

O
 ST

U
D

IE
S ” （

二
つ
の
練
習
曲
）
で
あ
ろ
う
。
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（
30
） 

T
he Sunday Tim

es, N
ovem

ber 5, 1922, p. 7

（T
he W

orld of M
usic: 

T
he W

eek ’s M
usic, B

ackhaus

）.  

署
名
はE

.  N
. 

と
あ
る
の
で
、
一
九
二

○
年
以
降
長
ら
く
同
紙
で
音
楽
評
を
担
当
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
マ

ンE
rnest N

ew
m

an

（
一
八
六
八 

―
一
九
五
九
年
）
で
あ
ろ
う
。

（
31
） 
大
田
黑
元
雄 『
世
界
の
名
演
奏
家
』 

五
一
頁
。

（
32
） 
大
田
黑
元
雄 『
華
や
か
な
る
回
想
』 

三
九
頁
。
同 『
世
界
の
名
演
奏
家
』 

五
一
頁
に
も
ほ
ぼ
同
一
の
記
述
が
あ
る
。

（
33
） 

大
田
黑
元
雄 『
世
界
の
名
演
奏
家
』 

五
一
頁
。

（
34
） 

John H
unt, G

iants of the K
eyboard, pp. 307, 310.  

あ
ら
え
び
す 『
名

曲
決
定
盤
』 

一
九
八
頁
に
よ
る
と
、 「
ビ
ク
タ
ー
の
舊
吹
込
時
代
」 

に
す
で

に 『
愛
の
夢
』 

が
輸
入
さ
れ
、 「
電
氣（
録
音
）以
後
最
初
に
入
つ
た
レ
コ
ー

ド
も
、
こ
の
リ
ス
ト
の 『
愛
の
夢
』 

で
あ
つ
た
。
驚
く
可
き
惡
い
錄
音
で

は
あ
つ
た
が
、 『
愛
の
夢
』 

を
あ
れ
ほ
ど
巧
み
に
彈
い
た
人
は
無
い
」 （
原
文

は
総
ル
ビ
）
と
い
う
。『
ナ
イ
ラ
・
ワ
ル
ツ
』 

と
も
ど
も
、
現
在
で
は
C
D

に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。W

ilhelm
 B

ackhaus, T
he Virtuoso, N

euhausen: 

Profi l M
edien, 2012, PH

12052.

（
35
） 

野
村
光
一 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」、
同 『
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

音
楽
之
友
社
、
一

九
七
三
年
六
月
、
三
八 

―
三
九
頁
。
初
出
は 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
想
い
出
」 

『
音
楽
の
友
』 

第
二
十
七
巻
八
号
、
一
九
六
九
年
八
月
、
七
六
頁
。
細
部
に

異
同
が
あ
る
の
で
、
引
用
は
単
行
本
に
よ
っ
た
。

（
36
） 

同
右
、
三
九 

―
四
○
頁
。
初
出
、
七
七
頁
。

（
37
） 

野
村
光
一 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
讀
本
』 

中
央
公
論
社
、
一
九
三
四
年
一
月
、

三
六
二 

―
六
三
頁
。

（
38
） 

ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
後
を
襲
っ
て
一
九

○
六
年
か
ら 『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』 

紙
で
音
楽
評
を
担
当

し
た
批
評
家
。
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、N

eville C
ardus, Sam

uel L
ang-

ford: 
M

usic 
C

riticism
s, 

L
ondon: 

O
xford 

U
niversity 

Press, 
1929, 

p. 109: B
ackhaus, O

ctober 1922.  

Ⅰ , “w
e found the best of all his play-

ing to be in the V
alse Fantasia from

 D
elibes of D

ohnanyi, given as a 

fi nal encore. ”

（
39
） 

T
he N

ew
 York Tim

es, N
ovem

ber 13, 1921, p. 20: M
usic, by R

ichard 

A
ldrich, “W

ilhelm
 B

achaus ’s Piano R
ecital ”; D

ecem
ber 11, 1921, 

p. 22: T
he O

pera, by R
ichard A

ldrich, “W
ilhelm

 B
achaus ’s Second 

R
ecital. ”  

最
初
の
演
奏
会
評
に
お
い
て
、
評
者
は
、 「
ピ
ア
ノ
作
品
中
に
提

示
さ
れ
る
最
も
困
難
で
厄
介
な
諸
問
題
を
、
努
力
の
跡
も
見
せ
ず
に
征
服

し
て
ゆ
く
演
奏
者
の
技
術
的
達
成
、
異
常
な
正
確
さ
と
圧
倒
的
な
輝
き
」 

に
触
れ
な
が
ら
、 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
氏
の
関
心
が
ピ
ア
ノ
演
奏
の
真
の
本
質

よ
り
は
技
巧（m

echanics

）に
あ
る
と
言
う
の
は
公
正
で
は
な
い
だ
ろ
う
」 

と
述
べ
、
第
一
夜
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
弾
い
た
リ
ス
ト
の 『
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂

詩
曲
』 

第
二
番
嬰
ハ
短
調
に
つ
い
て
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の 「
強
靭
な
腕
と 

「
飛
ぶ
よ
う
な
指
」 volant fi nger

」 

を
称
讚
し
て
い
る
。

（
40
） 

野
村
光
一 『
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

四
○ 

―
四
一
頁
。
初
出
、
七
七
頁
。

（
41
） 

G
erhard M

elchert, “W
ilhelm

 B
ackhaus: D

er V
irtuose, ” W

ilhelm
 

B
ackhaus, T

he Virtuoso, E
inführungstext/Program

m
e N

otes, p. 5.

（
42
） 

渡
邊
護 『
現
代
演
奏
家
事
典
』 

修
道
社
、
一
九
五
六
年
五
月
、
三
九
頁
。

旧
版 『
現
代
演
奏
家
事
典
』 

上（
全
音
文
庫
、
全
音
楽

出
版
社
、
一
九
五

二
年
九
月
）、
四
三 

―
四
四
頁
の
対
応
個
所
に
は
、
具
体
的
な
年
代
や
場

所
の
記
載
は
な
い
か
わ
り
、 「
し
ゃ
れ
気
も
、
典
雅
さ
も
、
抒
情
も
乏
し
い

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
だ
が
、
実
に
清
潔
で
み
ご
と
な
構
成
に
築
か
れ
て
お
り
、

そ
の
冷
た
さ
に
は
神
々
し
い
も
の
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

よ
う
な
異
色
あ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
曲
を
私
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
藤
田
不
二 『
演
奏
家
大
事
典
』 （
音
楽
之

友
社
、
一
九
五
四
年
十
一
月
）、
二
四
頁
に
も
引
用
あ
り
。

（
43
） 

一
九
四
○
年
に
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
の
伴
奏
、
フ
リ
ッ

ツ
・
ツ
ァ
ウ
ンFritz Z

aun

（
一
八
九
三 

―
一
九
六
六
年
）
指
揮
で
録
音
さ

れ
た 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
十
六
番
ニ
長
調
K
537（
戴
冠
式
）
は
、
か
つ

て
S
P
と
し
て
発
売
さ
れ
、
現
在
で
は
前
掲
の
C
D（W

ilhelm
 B

ackhaus, 

T
he Virtuoso

）に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
ベ
ー
ムK

arl B
öhm

（
一
八
九
四 

―
一
九
八

一
年
）指
揮
の 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
十
七
番
変
ロ
短
調
K
595
が
一
九
五
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五
年
と
一
九
六
○
年
の
二
回
録
音
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。John H

unt, 

G
iants of the K

eyboard, p. 313.
（
44
） 

吉
田
秀
和 「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

―
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」、

同 『
世
界
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

ラ
ジ
オ
技
術
社
、
一
九
七
六
年
七
月
、
四
二

頁
。
初
出
は
L
P
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
集
』 （
キ
ン

グ
S
L
一
○
三
四 

―
四
三
）
解
説
書
だ
が
、
未
見
。

（
45
） 

野
村
光
一 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
讀
本
』 

三
六
二
頁
。

（
46
） 

John G
illespie and A

nna G
illespie, pp. 58–59.  

そ
こ
で
言
及
さ
れ
て

い
る
初
期
の
演
奏
会
評
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
。

 

・ 

一
九
一
一
年
六
月
十
日
の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
で
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』 
第
二
十
三
番
ヘ
短
調
作
品
57
（
熱
情
）
は 「
温

か
さ
に
欠
け
」 there w

as an absence of w
arm

th, 「
あ
ま
り
に
明
晰
で
計

算
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
」 too articulate and too calculated. T

he Tim
es, 

June 12, 1911, p. 10: M
usic, “M

r. B
ackhaus ’s R

ecital. ”

 

・ 

一
九
一
一
年
十
月
七
日
の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ
ー
ル
で
の
バ
ッ
ハ 『
半
音

階
的
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ
』 

ニ
短
調
B
W
V
903
の
演
奏
は
、
全
体
と
し
て

ほ
と
ん
ど
完
全
に 「
温
か
さ
や
活
力
に
欠
け
」 alm

ost entirely lacking 

in w
arm

th or vitality,  

幻
想
曲
は 「
驚
く
ほ
ど
冷
た
く
計
算
づ
く
で
あ

る
」 astonishingly cold and deliberate. T

he Tim
es, O

ctober 9, 1911, 

p. 9: M
usic, “M

r. B
ackhaus ’s R

ecital. ”

 

・ 

一
九
二
一
年
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ニ
ー
マ
ンW

. N
iem

ann

（
一
八
七
六 

―

一
九
五
三
年
）の
批
評 「
弱
音
が
冷
た
い
」 das piano kühl,  「
精
神
が
欠

け
て
い
る
」 D
er G

eist ﹇. . .

﹈ die Seele ﹇. . .  

﹈ fehlt,  「
偉
大
な
学
究
肌

の
技
巧
家
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
と
ど
ま
る
」 ist und bleibt der große 

akadem
ische Techniker. W

alter N
iem

ann, M
eister des K

laviers, 

B
erlin: Schuster und L

oeffl er, 1921, p. 49.

（
47
） 

あ
ら
え
び
す 『
バ
ッ
ハ
か
ら
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
』 

音
樂
史
的
レ
コ
ー
ド
蒐

集（
上
）、
名
曲
堂
、
一
九
三
二
年
四
月
、
二
九
三
頁
。
原
文
の
ル
ビ
は
適

宜
省
略
し
た
。

（
48
） 

神
保
璟
一
郞 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
第
一
課
』 

創
元
社
、
一
九
三
五
年
十
二

月
、
一
一
七 

―
一
八
頁
。

（
49
） 

あ
ら
え
び
す 『
名
曲
決
定
盤
』 

一
九
四
頁
。
原
文
は
総
ル
ビ
。

（
50
） 

例
え
ば
、
前
出
のT

he T
im

es D
egital A

rchive 1785–2007

で
検
索
し

て
も
、
こ
の
言
葉
と
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
結
び
つ
け
た
記
事
は
一
つ
も
見
つ

か
ら
な
い
。「
鍵
盤
の
獅
子
王
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 （『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』 

第
三

十
三
年
十
七
号
、
一
九
五
四
年
四
月
十
一
日
、
一
八 

―
一
九
頁
）
は
、 「
批

評
家
が
感
歎
の
あ
ま
り
命
名
し
た
の
か
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
レ
コ
ー
ド
会

社
が
宣
伝
の
た
め
に
つ
け
た
の
か
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
な
い
」 

と
記
し
て

い
る
。

（
51
） 

大
木
正
興 『
レ
コ
ー
ド

音　
　

樂

名
演
奏
家
事
典
』 

名
曲
堂
、
一
九
五
○
年
七
月
、
四

五 

―
四
六
頁
。

（
52
） 

野
村
光
一 『
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

三
九
頁
。
同 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
讀
本
』 

三
六

二
頁
。

（
53
） 

T
he N

ew
 York Tim

es, D
ecem

ber 11, 1921, p. 22: T
he O

pera, by 

R
ichard A

ldrich,  “W
ilhelm

 B
achaus ’s Second R

ecital. ”  

原
文
は
、“M

r. 

B
achaus is unable to produce

 ﹇. . .

﹈ a tone of any kind of beauty and 

color, or to produce differences and varieties of tint. It is m
uch to be 

regretted. ”

（
54
） 

こ
の
五
年
後
に
、
青
木
謙
幸
（
一
九
○
一
― 

九
八
年
）
は
ギ
ー
ゼ
キ
ン

グW
alter G

ieseking

（
一
八
九
五 

―
一
九
五
六
年
）の
弾
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン 『
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』 

第
十
七
番
ニ
短
調
作
品
31
の
2
（
テ
ン
ペ
ス
ト
）

の
レ
コ
ー
ド
（
コ
ロ
ム
ビ
ア
X
L
五
一
七
四
）
に
つ
い
て
、「
訪
づ

（
マ
マ
）れ

る
冬

を
前
に
し
て
き
び
し
い
ま
で
に
澄
み
切
っ
た
秋
の
た
ゝ
ず
ま
い
と
言
っ
た

よ
う
な
清
潔
な
音
楽
」 

が 「
日
本
の
い
わ
ゆ
る 「
わ
び
」 

の
境
地
に
定
住
し

て
淡
々
と
し
て
奏
で
」 

ら
れ
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
青
木
謙
幸
編 『
名

曲
L
P
五
○
○
選
』 

デ
ィ
ス
ク
社
、
一
九
五
八
年
四
月
、
三
四
八
頁
。

（
55
） 
渡
邊
護 『
現
代
演
奏
家
事
典
』 

上
、
四
二 

―
四
三
頁
。
傍
点
は
原
文
。
同 

『
現
代
演
奏
家
事
典
』 

修
道
社
版
で
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
を
三
九
頁
に
再

録
。

（
56
） 

あ
ら
え
び
す 『
名
曲
決
定
盤
』 

一
九
五 

―
九
六
頁 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
決
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し
て
單
な
る
テ
ク
ニ
シ
ア
ン
で
は
な
い
」。
原
文
は
総
ル
ビ
。

（
57
） 

原
田
光
子
訳 「
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る（
3
）―
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム　

バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
」 『
レ
コ
ー
ド
音
樂
』 

第
十
五
巻
三
号
、
一
九
四
一
年
三
月
、
三

四 
―
三
七
頁
。
原
田
光
子
編 『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

レ
コ
ー
ド
音
樂

社
、
一
九
四
二
年
三
月
、
一
六
七 

―
七
五
頁 「
第
十
六
章　

ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム　

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」。
戦
後
は
創
元
社
か
ら
一
九
五
三
年
九
月
に 「
創
元

文
庫
」 
の
一
冊
と
し
て
刊
行（「
第
十
六
章　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
」 

は
一
四
八 
―
五
四
頁
）
さ
れ
、
一
九
六
九
年
三
月
に
東
京
創
元
新

社
か
ら
再
刊（「
第
十
六
章　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 

は
一
七

一 

―
七
九
頁
）
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
引
用
は
戦
前
の
単
行
本
に
よ
る
。

な
お
、
東
京
創
元
新
社
版
か
ら
は
、「
は
し
が
き
」 

と
原
著
の
情
報（「
ク
ッ

ク
編
纂
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
藝
談
集
」）
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
58
） 

Jam
es Francis C

ooke, G
reat P

ianists on P
iano P

laying: Study Talks 

w
ith Forem

ost Virtuosos, A
 Series of Personal E

ducational C
onfer-

ences w
ith R

enow
ned M

asters of the K
eyboard, Presenting the M

ost 

M
odern Ideas upon the Subjects of Technic, Interpretation, Style and 

E
xpression, Philadelphia, PA

: T
heo. Presser C

o., 1913, pp. 50–62: 

W
ilhelm

 B
achaus, “T

he Pianist of To-m
orrow

. ”  
訳
者
は
本
書
を
山
根

銀
二
（
一
九
○
六 

―
八
二
年
）
か
ら
借
用
し
た
と
い
う
（『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト

は
語
る
』 「
は
し
が
き
」 

二
頁
）。
原
田
訳
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
か
、
原
文

の
全
十
三
節
の
う
ち
、
最
後
の
三
節
を
省
略
し
て
い
る
。

 
 

な
お
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
章
は
戦
後
に
別
途
翻
訳
が
出
さ
れ
て
い
る
。

北
野
健
次
訳 「
明
日
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
語
る
」 『
音
楽

芸
術
』 

第
十
巻
四
号
、
一
九
五
二
年
四
月
、
六
六 

―
六
九
頁
。
ほ
ぼ
全
訳

だ
が
、
や
は
り
末
尾
近
く
に
楽
譜
と
も
ど
も
省
略
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

（
59
） 

『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

一
六
九 

―
七
○
頁
。
原
文p. 53.

（
60
） 

『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

一
七
一
頁
。
原
文pp. 54–55.  

ち
な
み
に
彼

は
十
歳
の
と
き
、
す
で
に
バ
ッ
ハ
の 『
フ
ー
ガ
』 

す
べ
て
を
、
あ
ら
ゆ
る

調
に
自
由
に
移
調
し
て
弾
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
証
言
が
あ
る
。John 

G
illespie and A

nna G
illespie, p. 57. Stanley O

lm
sted, “B

achaus, T
he 

L
eipsic W

underkind, ” M
usical A

m
erica, 20 January 1912, p. 32

を
引

用
（
未
見
）。

（
61
） 

『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

一
七
二
頁
。
原
文p. 56.

（
62
） 

John H
unt, G

iants of the K
eyboard, p. 316

（R
achm

aninov

）, p. 307

（D
ebussy

）.  

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
一
九
○
八
年
録
音
の 『
前
奏
曲
』 

嬰
ハ
短

調
作
品
3
の
2
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
一
九
五
五
年
録
音
の 「
月
の
光
」 （『
ベ

ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』 

第
三
曲
）
と 『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
風
行
進
曲
』 

の
み
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の 『
前
奏
曲
』 

は
一
九
○
○
年
か
ら
二

○
年
代
に
か
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
演
奏
会
で
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
し
ば
し
ば

演
奏
曲
目
に
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

 

　

な
お
、「
ラ
モ
オ
頌
」H

om
age à R

am
eau

は 『
映
像
』 

第
一
集
第
二
曲

の 「
ラ
モ
ー
を
讚
え
て
」、「
雨
の
庭
」 Jardins sous la pluie

は 『
版
画
』 

第

三
曲
。「
寫
生
帳
よ
り
」 D

’un cahier d ’esquisses

は
現
代
で
は 「
ス
ケ
ッ

チ
・
ブ
ッ
ク
か
ら
」 

と
訳
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

（
63
） 

『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

一
七
三 

―
七
五
頁
。
原
文pp. 57–59.

（
64
） 

ゴ
ド
ウ
ス
キ
ー L

eopold G
odow

sky

（
一
八
七
○ 

―
一
九
三
八
年
）
の

編
曲
は
、
現
代
で
は
一
般
に 『
シ
ョ
パ
ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
に
よ
る
練
習
曲
』、

同
じ
く
リ
ス
ト
の 『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
幻
想
曲
』 D

on Juan Fantasie

は 

『「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」 

の
回
想
』 Rém

iniscences de D
on Juan

（
S

四
一
八
）
と
呼
ば
れ
る
。

（
65
） 

『
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
語
る
』 

一
七
四
頁
。
原
文pp. 57–58.

（
66
） 

当
時
の
大
阪
・
京
都
公
演
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
げ
ら
れ
た 「
演
奏
会
日

程
」 

は
以
下
の
通
り
。
た
だ
し
最
後
の
五
月
十
三
日
の
み
毎
日
新
聞
社
で

は
な
く 「
な
で
し
こ
会
」 

主
催
の
た
め
、
そ
の
会
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
た
。

 
・ 

四
月
九
日
、
十
日
、
十
二
日
＝
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
。

 
・ 
四
月
十
六
日
、
十
七
日
＝
大
阪
・
宝
塚
大
劇
場
。

 

・ 
四
月
十
九
日
＝
京
都
・
公
楽
会
館
。

 

・ 

四
月
二
十
三
日
＝
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
。

 

・ 

四
月
二
十
七
日
＝
福
岡
・
電
気
ホ
ー
ル
。
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・ 

五
月
二
日
、
三
日
＝
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
。

 

・ 

五
月
七
日
＝
名
古
屋
市
公
会
堂
。

 

・ 

五
月
十
三
日
＝
東
京
・
神
田
共
立
講
堂
。

（
67
） 
属
啓
成 「
三
人
の
世
界
的
巨
匠
」 『
讀
賣
新
聞
』 

一
九
五
四
年
四
月
十
六

日
、
第
八
面
。

（
68
） 
遠
山
一
行 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
独
奏
会
第
二
夜
」 ﹇
音
楽
評
﹈ 『
毎
日
新
聞
』 

一
九
五
四
年
四
月
十
三
日
、
第
六
面
。

（
69
） 

遠
山
一
行 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
」 『
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
』 

第

六
巻
七
号
、
一
九
五
四
年
七
月
、
六
一 

―
六
二
頁
。

（
70
） 

山
根
銀
二 「
强
健
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
聽
い
て
」 『
東

京
新
聞
』 

一
九
五
四
年
四
月
十
一
日
、
第
四
面
。

（
71
） 

そ
の
他
の
主
要
な
東
京
の
新
聞
評
と
雑
誌
評
を
挙
げ
て
お
く
。

 

・ 

遠
山
一
行 「
ゆ
る
ぎ
な
い
大
家
の
姿

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
第
一
夜
を
き

く
」 『
毎
日
新
聞
』 

四
月
十
日
、
第
六
面
。

 

・ 「〝
豊
か
な
音
色
〞
に
満
堂
酔
う

―
昨
夜
、
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
氏
初
の
演

奏
会
」 『
毎
日
新
聞
』 

四
月
十
日
、
第
七
面
。

 

・ 

増
沢
健
美 「
来
日
し
た
三
人
の
音
楽
家
」 『
朝
日
新
聞
』 

四
月
十
一
日
夕

刊
第
二
面
。

 

・ 「
壮
大
な
音
楽
性

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
演
奏
会
・
評
」 『
産
業
經
濟
新
聞

夕
刊
』 

四
月
十
二
日
、
第
二
面
（
署
名
は 「
古
」）。

 

・ 「
魂
を
ゆ
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
氏
、
東
響
と
共
演
」 『
毎

日
新
聞
』 

四
月
十
三
日
、
第
七
面
。

 

・ 

村
田
武
雄 「
合
理
的
な
技
法

―
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
は
老
い
ず
」 『
時
事
新

報
』 

四
月
十
七
日
、
第
四
面
。

 

・ 

園
田
高
弘 「
我
々
の
道
は
遠
い

―
巨
匠
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
」 『
讀
賣

新
聞
』 

五
月
十
二
日
、
第
八
面
。

 

・ 

井
口
基
成 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
ピ
ア
ノ
」 『
音
樂
芸
術
』 

第
十
二
巻
六
号
、

六
月
、
一
○
五 

―
○
九
頁
。

 

・ 

属
啓
成
・
遠
山
一
行
・
宮
沢
縦
一 「
座
談
会　

来
朝
演
奏
家
の
企
劃
・

演
奏
批
判
」 『
音
楽
芸
術
』 

第
十
二
巻
六
号
、
六
月
、
四
六 

―
五
五
頁
。

 

・ 

深
井
史
郞
・
井
口
基
成
・
齋
藤
秀
雄
・
遠
山
一
行 「
座
談
會　

四
人
の

來
朝
音
樂
家
」 『
藝
術
新
潮
』 

第
五
巻
六
号
、
六
月
、
一
七
四 

―
八
七
頁
。

（
72
） 

小
石
忠
男 『
世
界
の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

音
楽
之
友
社
、
一
九
七
八
年
一

月
、
三
五
頁
。

（
73
） 

『
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
』 

第
二
集
、

ロ
ン
ド
ン
不
滅
の
名
盤
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
七
二
年
、
M
Z
五
○
九
九
。

（
74
） 

小
石
忠
男 『
世
界
の
名
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

三
七
頁
。

（
75
） 

野
村
光
一 『
ピ
ア
ノ
回
想
記

―
ピ
ア
ノ
に
憑
か
れ
て
七
十
年
』 

音
楽

出
版
社
、
一
九
七
五
年
十
月
、
二
七
四
頁
。
初
出
は 「
ピ
ア
ノ
に
憑つ

か
れ

て
七
十
年

―
「
音
楽
青
年
」 

の
想
い
出
」 

第
二
十
二
回
、 『
L
P
手
帖
』 

第

十
七
巻
十
二
号
、
一
九
七
三
年
十
二
月
、
七
八
頁
。
初
出
と
単
行
本
で
は

異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
引
用
は
単
行
本
に
よ
っ
た
。
以
下
同
様
。

（
76
） 

同
右
、
二
七
七
頁
。
初
出
、
八
○
頁
。

（
77
） 

大
野
亮
子 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
私
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
番
変
ロ
長
調
作
品
83
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
芸
術
第

2
期
・
第
1
巻
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
一
九
六
七
年
、
S
L
C
一
六
三
八
、

九
頁
。

（
78
） 

深
澤
亮
子 『
ピ
ア
ノ
と
私
と
』 

東
京
音
楽
社
、
一
九
九
一
年
十
月
、
四

一
頁 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
へ
の
思
い
」。
初
出
は 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
教
授
の
思

い
出

―
大
家
の
風
格
と
素
朴
な
人
柄
と
」 『
シ
ョ
パ
ン
』 

第
三
巻
一
号
、

一
九
八
六
年
一
月
、
六
○
頁
。
初
出
と
単
行
本
で
は
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、

引
用
は
単
行
本
に
よ
っ
た
。

 
 

な
お
、
前
注
の
大
野
亮
子 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
私
」 

九
頁
、
深
沢
亮
子
・

山
崎
孝
／
西
村
弘
治 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 （
高
柳
守
雄
・
中
河
原
理
・
西
村

弘
治
・
福
原
信
夫
・
門
馬
直
美 『
素
顔
の
巨
匠
た
ち
』 

音
楽
之
友
社
、
一

九
七
五
年
一
月
）、
一
九
六 

―
九
七
頁
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
回
想
が
見
ら
れ

る
。
後
者
の
初
出
は
、
深
沢
亮
子
・
山
崎
孝
・
西
村
弘
治 「
ウ
イ
ル
ヘ
ル

ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

―
巨
匠
と
の
対
話（
55
）」 『
週
刊
F
M
』 

東
版
、
第

四
巻
五
号
、
一
九
七
四
年
二
月
四
日
、
六
五 

―
六
六
頁
。

（
79
） 

大
野
亮
子 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
私
」 

一
○
頁
。
深
澤
亮
子 『
ピ
ア
ノ
と
私
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と
』 

四
三
頁（
初
出
、
六
一
頁
）、 『
素
顔
の
巨
匠
た
ち
』 

一
九
八
頁（
初
出
、

六
六
頁
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
80
） 

室
井
摩
耶
子 「
三
人
の
巨
匠
た
ち
」、
同 『
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
の
道
』 

音
楽

之
友
社
、
一
九
七
一
年
十
月
、
二
二
四
頁
。
初
出
は 『
音
楽
の
友
』 

一
九

六
八
年
二
月
号
と
あ
る
が
、
当
該
号
に
は
見
え
ず
。

 

　

文
章
中
、
指
揮
者
の
オ
ッ
ト
ー
・
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー O

tto K
lem

perer

（
一

八
八
五 
―
一
九
七
三
年
）
が
七
十
四
歳
、
ロ
リ
ン
・
マ
ゼ
ー
ルL

orin 

M
aazel

（
一
九
三
○
年
生
）
が
二
十
七
歳
と
あ
り
、
一
九
六
○
年
一
月
に

歿
し
た
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
健
在
で
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
出
演
し
て
い
る
点
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
こ
で

描
か
れ
て
い
る
の
は
一
九
五
九
年
八
―
九
月
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
音
楽
祭
の
模

様
で
あ
ろ
う
。
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
同
音
楽
祭
初
参
加
が
一
九
五
九
年

で
あ
る
こ
と
は
、
以
下
で
確
認
で
き
る
。http://w

w
w

.lucernefestival.ch/

de/ueber_uns/geschichte/1957_1969/

（
81
） 

吉
田
秀
和 「
夏
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
」、
同 『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
響
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
姿
』 

新
潮
社
、
一
九
七
二
年
八
月
、
一
五
九
頁
。
傍
点
は

原
文
。
初
出
は 「
夏
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭

―
ド
イ
ツ
通
信
・
10
」 

『
藝
術
新
潮
』 

第
十
九
巻
十
号
、
一
九
六
八
年
十
月
、
一
三
二
頁
。
初
出
と

単
行
本
で
は
細
部
に
異
同
が
あ
る
。

（
82
） 

吉
田
秀
和 「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

―
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」 

四
二 

―
四
三
頁
。

（
83
） 

吉
田
秀
和 「
夏
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
」 

一
五
六
頁
。
初
出
、
一
三

一
頁
。
吉
田
は
こ
れ
を 「
演
奏
会
の
あ
と
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
一
新
聞
に

出
て
い
た
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ヴ
ュ
ー
を
参
照
し
な
が
ら
」 

書
い

た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
出
典
は
未
詳
だ
が
、
同
一
の
文
章
は
、G

erhard 

M
elchert, “W

ilhelm
 B

ackhaus, ” p. 4

に
見
ら
れ
る
。
引
用
文
の
丸
括
弧

内
は
こ
の
原
文
（als hätte ich sie gestern gehöht

）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
84
） 

吉
田
秀
和 「
夏
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
」 

一
六
一
頁
。
初
出
、
一
三

二
頁
。
初
出
で
は
、
こ
の
直
後
に 「
こ
れ
を《
伝
統
》に
支
え
ら
れ
た
演
奏

と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？
」 

と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。

（
85
） 

吉
田
秀
和 「
夏
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
」 

一
五
八
頁
。
初
出
、
一
三

一
頁
。
初
出
で
は 「
精
神
の
芸
術
」 

は 「
精
神
」 

と
す
る
。

（
86
） 

映
画
は
一
九
六
七
年
、
カ
ラ
ヤ
ンH

erbert von K
arajan

（
一
九
○
八 

―

八
九
年
）の
制
作
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 『
交
響
曲
』 

第
七
番
イ
長
調
作
品
92

の
練
習
風
景
・
全
曲
演
奏
と
併
せ
て
公
開
。
日
本
で
の
上
映
は
一
九
六
九

年
四
月
二
十
日
、
五
月
十
五
日（
東
京
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）、
六
月
十
六

日
（
大
阪
厚
生
年
金
会
館
）、
七
月
七
日
（
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー

ル
）。『
音
楽
の
友
』 

第
二
十
七
巻
五
号
、
一
九
六
九
年
五
月
、
一
三
九
頁
。

関
連
記
事
と
し
て
、 『
讀
賣
新
聞
』 

一
九
六
九
年
四
月
四
日
、
第
十
一
面 ﹇
手

帳
﹈ 「
カ
ラ
ヤ
ン
製
作
の
音
楽
映
画
公
開
へ
」。
こ
の
映
画
は
一
九
七
三
年

六
月
二
十
一
日（
木
）の
夜
、
教
育
テ
レ
ビ
の 「
N
H
K
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
」 （
大
木
正
興
・
深
澤
亮
子
出
演
）
で
放
映
さ
れ
、
さ
ら
に
二
○
○
七
年

六
月
に
D
V
D
（
D
L
V
C
八
○
五
二
）
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。

 
 

こ
の
映
画
を
見
た
室
井
摩
耶
子
は
、
演
奏
の
前
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で

バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が 「
こ
れ
は
神
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
」 

い
、「
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ア
の 「
で
は
神
秘
的
に
…
…
」 

な
ど
と
言
っ
た
言
葉
は
、
わ
れ
わ
れ

に
失
笑
を
さ
そ
っ
た
」 

と
書
き
留
め
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
現
行
の

D
V
D
版
で
は
、
こ
の
よ
う
な
遣
り
取
り
は
見
ら
れ
な
い
。
室
井
摩
耶
子 

「
な
い
ん
・
ど
っ
ほ
」、
同 『
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
の
道
』 

一
七
○
頁
。
初
出
は 

「
演
奏
に
お
け
る
個
性
」 『
音
楽
の
友
』 

第
二
十
八
巻
十
一
号
、
一
九
七
○

年
十
一
月
、
二
七
八
頁
。

（
87
） 

吉
田
秀
和
・
篠
田
一
士 「
対
談〈
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
語
る
〉」 『
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
＝
最
後
の
演
奏
会
』 

キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
一
九
七

一
年
七
月
、
S
L
A
一
○
二
一 

―
二
二
、
附
属
冊
子
（
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
ー

ト
）、
一
四
頁
。

（
88
） 

宇
野
功
芳 「
偉
大
な
る
音
楽
家
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 『
L
P
手
帖
』
第
十
三

巻
九
号
、
一
九
六
九
年
九
月
、
五
五 

―
五
六
頁
。「
演
奏
自
体
は
集
中
し

た
緊
張
力
を
欠
い
て
、
こ
の
二
人
の
コ
ン
ビ
と
し
て
は
上
出
来
と
は
い
え

な
か
っ
た
」 
と
厳
し
い
評
価
も
し
て
い
る
。
宇
野
は
ベ
ー
ム
に
関
し
て
は
、

一
般
に
ス
タ
ジ
オ
録
音
よ
り
実
演
を
評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。
こ
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の
直
後
に
彼
が
引
用
す
る 「
第
一
楽
章
の
清
ら
か
な
歓
び
」 

や 「
第
二
楽
章

に
は
神
へ
の
静
か
な
祈
り
や
、
激
し
い
訴
え
が
あ
り
ま
す
」 

と
い
っ
た
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
の
言
葉
も
、
現
行
の
D
V
D
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
89
） 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
田
島
洋
介 「
ピ
ア
ノ
演
奏
に
お
け
る
ミ
ス
タ
ッ

チ

―
弾
き
間
違
い
を
め
ぐ
る
若
干
の
試
論
」 （
明
星
大
學
日
本
文
化
學
部

編 『
言
語
と
藝
術
』 

明
星
大
學
青
梅
校
日
本
文
化
學
部
共
同
研
究
論
集
第

十
集
、
二
○
○
七
年
三
月
、
二
七
九 

―
三
○
五
頁
）
に
、
ケ
ン
プ
、
リ
ヒ

テ
ルSvyatoslav R

ikhter

（
一
九
一
五 

―
九
七
年
）の
例
と
並
ん
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
90
） 

『
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
＝
最
後
の
演
奏
会
』 

の
附
属
冊
子
、

六
頁
。

（
91
） 

大
木
正
興 『
名
演
奏
家
事
典
』 
四
六
頁
。
前
出
の
注
（
51
）
で
所
引
。

（
92
） 

『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』 

全
十
八
冊
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
、

集
英
社
、
一
九
七
六
年
三
月 

―
一
九
八
三
年
六
月
。
初
出
は
、
第
一
部
＝

『
週
刊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』 

一
九
七
五
年
第
四
・
五
号 

―
一
九
七
六
年
第
三
十

二
号
、
第
二
部
＝『
月
刊
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』 
一
九
七
七
年
一
月
号 

―
一
九

七
八
年
一
月
号
、
第
三
部
＝
同
一
九
七
八
年
九
月
号 
―
一
九
八
一
年
二
月

号
、
第
四
部
＝
一
九
八
一
年
四
月 

―
八
月
号
に
連
載
。

（
93
） 

『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』 

第
九
巻
、
一
九
七
八
年
二
月
、
三
二 

―
三
三

頁
。
初
出
は 『
月
刊
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』 

第
九
巻
六
号
、
一
九
七
七
年
六

月
、
二
四
八
頁
。
引
用
に
さ
い
し
、
原
文
に
な
い
句
読
点
を
補
い
、
ル
ビ

は
省
略
し
た
。
以
下
同
様
。

（
94
） 

吉
田
秀
和 「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

―
ブ
ラ
ー
ム
ス
」、
同 

『
世
界
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

五
三
頁
。
初
出
は
同 「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
の
芸
術
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
番
変
ロ
長
調
作

品
83
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
一
九
六
七
年
、
S
L
C
一
六
三
八
、
二
頁
。

の
ち
、
同 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
」、
同 『
今
日
の
演
奏
と
演
奏

家
』 

音
楽
之
友
社
、
一
九
七
○
年
八
月
、
二
三
六
頁
。
引
用
は 『
世
界
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

に
よ
る
が
、
同
書
に
は 「
ニ
ー
マ
ン
」 

を 「
ニ
ュ
ー
マ
ン
」 

と
す
る
誤
植
が
あ
る
。
吉
田
の
記
述
の
典
拠
は
、Joachim

 K
aiser, G

roße 

P
ianisten in unserer Z

eit, M
ünchen: R

ütten &
 L

oening V
erlag, 1965, 

p. 56

（
邦
訳
＝
ヨ
ー
ア
ヒ
ム
・
カ
イ
ザ
ー
／
吉
田
仙
太
郎
訳 『
現
代
の
名

ピ
ア
ニ
ス
ト
』 

白
水
社
、
一
九
七
一
年
九
月
、
七
二 

―
七
三
頁
）。
吉
田
単

行
本
に
は
、
カ
イ
ザ
ー
原
著
の
一
九
七
二
年
増
補
改
訂
版
に
よ
っ
た
旨
の

注
記
が
あ
る
。
ニ
ー
マ
ン
の
原
著
は
、
注
（
46
）
で
既
出
。

（
95
） 

『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』 

第
九
巻
、
五
八 

―
五
九
頁
。
初
出
は 『
月
刊
セ

ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』 

第
九
巻
七
号
、
一
九
七
七
年
七
月
、
二
七
六 

―
七
七
頁
。

（
96
） 

山
崎
孝 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
想
い
出
」 『
音
楽
の
友
』 

第
二
十
七
巻
八
号
、

一
九
六
九
年
八
月
、
一
一
一
頁
。
の
ち
、
深
沢
亮
子
・
山
崎
孝
／
西
村
弘

治 「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 

二
○
六 

―
○
七
頁
（
初
出
は
、
深
沢
亮
子
・
山
崎

孝
・
西
村
弘
治 「
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

―
巨
匠
と
の
対
話

（
55
）」 

六
九
頁
）
に
ほ
ぼ
同
一
の
形
で
引
用
。

（
97
） 

『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』 

第
十
八
巻
、
一
九
八
一
年
十
月
、
一
○
四 

―
二

二
頁
。
初
出
は 『
月
刊
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』 

第
十
三
巻
七
号
、
一
九
八
一

年
六
月
、
三
九
四 

―
四
一
二
頁
。

（
98
） 

宇
野
功
芳 「
偉
大
な
る
音
楽
家
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
」 

五
五
頁
。

（
99
） 

「
ケ
ム
プ
を
聽
く
」 『
中
島
敦
全
集
』 

第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
○
○
一

年
十
二
月
、
三
○
六
頁 「
大
い
な
る
翼
ひ
ろ
げ
し
ピ
ア
ノ
の
前
ケ
ム
プ
し

づ
か
に
心
澄
ま
し
ゐ
る
」 

以
下
六
首
。「M

es V
irtuoses

」 

と
題
し
て 「
シ
ャ

リ
ア
ー
ピ
ン
を
聽
く
」 「
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
を
聽
く
」 「
シ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
聞
く
」 

「
シ
ュ
メ
ー
を
聽
く
」 「
エ
ル
マ
ン
を
聞
く
」 「
ズ
ィ
ム
バ
リ
ス
ト
を
聽
き
し

こ
と
」 「
テ
ィ
ボ
オ
を
聽
く
」 

と
並
ん
で
収
録
。

（
100
） 

大
木
正
興 『
名
演
奏
家
事
典
』 

五
○
頁
。

（
101
） 

田
村
宏 「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

ピ
ア
ノ
奏
鳴
曲
第
三
一
番
変
イ
長
調
作

品
一
一
○
」、
青
木
謙
幸
編 『
名
曲
L
P
五
○
○
選
』 

三
五
五 

―
五
六
頁
。

﹇
図
版
出
典
﹈

図
版
1
＝
二
十
二
歳
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
。
注
（
77
）
お
よ
び
（
94
）
で
前
出
の
ブ

ラ
ー
ム
ス 『
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
』 

第
二
番
変
ロ
長
調
作
品
83
（
ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
芸
術
第
2
期
・
第
1
巻
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
一
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九
六
七
年
、
S
L
C
一
六
三
八
）、
一
頁
。

図
版
2
＝
熟
年
期
の
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
。
注（
73
）で
前
出
の 『
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・

カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
』 

第
二
集
（
ロ
ン
ド
ン
不
滅
の
名

盤
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
七
二
年
、
M
Z
五
○
九
九
）
の
表
紙
よ
り
。

図
版
3
＝
ア
デ
リ
ー
ナ
・
パ
ッ
テ
ィ
演
奏
会
の
曲
目
。
注（
18
）で
前
出
のT

he 

Tim
es, N

ovem
ber 2, 1901, p. 1

よ
り
。

図
版
4
＝
嬰
ハ
短
調
演
奏
会
の
曲
目
。
注（
29
）で
前
出
のT

he Sunday Tim
es, 

O
ctober 9, 1922, p. 6

（C
oncerts

）
よ
り
。

図
版
5
＝
池
田
理
代
子 『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
窓
』 

第
九
巻
、
集
英
社
、
一
九
七

八
年
二
月
、
五
八
頁
。


